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一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会

　基本方針に「みんなで考え、ともにつくり、育てる鳥取市庁舎」と記

載してあります。

　この庁舎はまだ生まれたばかりの子供ということになります。

　市民の意見を反映しながらこの庁舎がどのように育ってゆくのか、

自分達の行動次第であることがこの庁舎の魅力となるのでしょう。
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会 長メッセ ー ジ

メッセージ

　令和元年度も、会員の皆様そして賛助会員の皆様

にご協力を頂き多くの事業を終了することが出来ま

した事に心より感謝を申し上げます。

　さて、いま国や地方自治体は地方創生の大きな変

革期にさしかかっており、私たち建築業界も仕事は

大都市一極集中で地方の技術者や物は大都市に流れ

て行き、また地方の技術者は高齢化が進み、若い技術

者の雇用確保は難しく、地方の建築業界の先行きは

まだ不透明な状況が続いております。

　その様な状況のなか、次年度も建築士事務所協会

として多くの課題に取り組んで行かなければなりま

せん。

１）働き方改革関連法案が施行され残業の抑制や、週

休２日制の導入など職場環境を大きく変えて行

かなければなりませんが、そのためには、国土交

通省が定めた業務報酬基準に沿って適正な業務

報酬を得ることが重要な事となります。

また適正な業務期間の確保も重要となります。

これらの事を官公庁や民間企業に強く働き掛け

て行かなければなりません。

２） 会員増強については、昨年度は大きく会員数を

増やすことが出来ました。

今年度も４月には数社ご入会を頂ける運びと

なっておりますが、引き続き皆様のご協力を頂き

推進して参りたいと思っておりますので宜しく

お願い致します。

３）事務所協会の財務体質を向上させて行くために、

前述の会員増強は元より、講習会の内容検討や回

数を増やすなどの事業確保にも力を入れて行き

ます。

そして「建築とっとり」の発行回数の見直しや、有

料の作品紹介また企業PRのページを設けるなど

改革にも取り組んで参ります。

４）令和４年度開催の日事連全国大会の開催につい

ては、中四国ブロックで引き受けなければならな

い年となっており、なかでも中国ブロックの順番

で、未開催県は鳥取と島根となっております。

開催経費等の負担を考えると単県開催は難しく

鳥取と島根の合同開催にさせて頂きたく理事会

でも了承を頂き、現時点では関係各機関と協議中

であります。

これも決定すれば大事業となりますので多くの

皆様のご協力をお願い申し上げます。

　この様に様々な事業目標を掲げましたが、私たち

建築士事務所協会は、建築技術の向上や建築物の安

全性確保、また会員企業の地位向上と経営基盤の安

定、更には建築文化の発展に寄与すべく様々な事業

に取り組んで行き、若者が建築に対して夢を持ち、そ

んな世界で仕事がしてみたいと感じてもらえるよう

な環境を創り上げて行きたいものと考えております

ので、新年度も会員・賛助会員の皆様、そして関係各

位にはご指導ご鞭撻を賜ります様にお願いを申し上

げご挨拶と致します。

会　長　霜 村 將 博

１　はじめに

　昨年は、希望に満ちた新たな「令和」の時代が幕を開
けた年でした。
　本市にとっても、明治22年10月１日に全国で36番
目の市として誕生し、130周年を迎えた節目の年であ
ったとともに、将来にわたる本市の飛躍・発展の礎と
なる新本庁舎が完成し、大きく飛躍するための基盤が
整った年でもありました。
　また、山陰海岸ジオパークの世界ジオパーク再認定
や麒麟のまち圏域に受け継がれる麒麟獅子舞を生か
したストーリーの日本遺産認定、さらに令和最初の
“第30回全国「みどりの愛護」のつどい”の開催、山陰道
鳥取西道路の全線開通、新可燃物処理施設建設工事に
着手するなど、鳥取県東部圏域、麒麟のまち圏域の一
体的な発展がますます図られた年となりました。

２　新しいにぎわいのあるまちづくり

（１）新本庁舎の完成
　新本庁舎は、市民サービス機能の向上、防災拠点
としての機能の強化を図り、あわせて市民交流の拠
点としての機能を確保しています。
　その他庁舎機能に加えて、市民活動に利用してい
ただける多目的室、情報発信スペース等を備えた市
民交流センターを整備しており、市民交流による賑
わいのあるまちづくりにも寄与していくこととし
ています。

（２）高速ネットワークの整備の進展
　地域が待ち望んでいた山陰道鳥取西道路が全線
供用開始となりました。開通により、国道９号の渋
滞緩和や事故等の際の代替路線の確保、移動時間の
短縮による経済面の効率化、観光面の広域的な周遊
化、円滑な救急対応等が図られることとなり、市民
生活の安全性や利便性の向上、経済面の活性化につ
なげていきたいと考えます。

３　安全・安心なまちづくり

（１）地域防災力の向上
　災害に強いまちづくりの推進のため、災害時の拠
点となる新本庁舎に、各総合支所との相互通信を可
能とするテレビ会議システムや被害現場を地図上

に表示することで被害状況をリアルタイムに把握
できる地図情報システムなど、災害時に最も求めら
れる情報の共有を行い、その後の意思決定をスムー
ズに行うことを可能とする災害対策本部室を整備
しました。
　また、防災情報の重要な伝達手段である防災行政
無線のデジタル化整備と併せて、新たにコミュニテ
ィＦＭの電波を活用し、防災行政無線やＪアラート
などと連動して稼働する防災ラジオの導入を決め、
確実かつ安心安全な防災情報の発信力を向上させ
ています。

（２）高速ネットワークの整備のさらなる進展
　鳥取西道路の開通により山陰道と鳥取自動車道
の２つの高速道路が結ばれました。このことによ
り、物流による企業の生産性の向上や日帰り圏域の
拡大による入込客数の増加等のストック効果を期
待しています。地方創生を目指して高速道路の整備
効果を更に拡げるためにも、この２つの高速道路と
山陰近畿自動車道が結ばれることが重要であり、ミ
ッシングリンクとなっている鳥取～福部間の整備
促進が急がれます。

４　結びに

　本年は、駅南庁舎の所管部署が新本庁舎へ移転した
ことを受け、駅南庁舎に保健所と保健センター、子育
て支援部門を集約し、健康づくりと子育て支援の総合
拠点として整備することとしており、本年５月の業務
開始に向けて整備を進めることとしています。また、
男女共同参画センターの駅前への移転等、人の流れが
変わる鳥取駅周辺の賑わいの創出、都市機能の強化、
経済活力の向上等に引き続き官民が連携して取り組
み中心市街地全体の活性化につなげてまいります。
　本市は、中核市としての都市機能強化や地域防災力
の向上に努めながら、山陰東部圏域における「中核都
市」として、圏域全体の発展をけん引する役割をしっ
かり果たすことが責務であると考えています。
　中核市移行や新本庁舎完成など、市政におけるこの
大きな転換期を契機とし、「住んでよかった」「誰もが
住みたくなる」鳥取市、山陰東部圏域を目指し、一層邁
進していきたいと思います。

深澤  義彦
鳥取市長

「住んでよかった」「誰もが住みたくなる」鳥
取市をめざして
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供用開始となりました。開通により、国道９号の渋
滞緩和や事故等の際の代替路線の確保、移動時間の
短縮による経済面の効率化、観光面の広域的な周遊
化、円滑な救急対応等が図られることとなり、市民
生活の安全性や利便性の向上、経済面の活性化につ
なげていきたいと考えます。

３　安全・安心なまちづくり

（１）地域防災力の向上
　災害に強いまちづくりの推進のため、災害時の拠
点となる新本庁舎に、各総合支所との相互通信を可
能とするテレビ会議システムや被害現場を地図上

に表示することで被害状況をリアルタイムに把握
できる地図情報システムなど、災害時に最も求めら
れる情報の共有を行い、その後の意思決定をスムー
ズに行うことを可能とする災害対策本部室を整備
しました。
　また、防災情報の重要な伝達手段である防災行政
無線のデジタル化整備と併せて、新たにコミュニテ
ィＦＭの電波を活用し、防災行政無線やＪアラート
などと連動して稼働する防災ラジオの導入を決め、
確実かつ安心安全な防災情報の発信力を向上させ
ています。

（２）高速ネットワークの整備のさらなる進展
　鳥取西道路の開通により山陰道と鳥取自動車道
の２つの高速道路が結ばれました。このことによ
り、物流による企業の生産性の向上や日帰り圏域の
拡大による入込客数の増加等のストック効果を期
待しています。地方創生を目指して高速道路の整備
効果を更に拡げるためにも、この２つの高速道路と
山陰近畿自動車道が結ばれることが重要であり、ミ
ッシングリンクとなっている鳥取～福部間の整備
促進が急がれます。

４　結びに

　本年は、駅南庁舎の所管部署が新本庁舎へ移転した
ことを受け、駅南庁舎に保健所と保健センター、子育
て支援部門を集約し、健康づくりと子育て支援の総合
拠点として整備することとしており、本年５月の業務
開始に向けて整備を進めることとしています。また、
男女共同参画センターの駅前への移転等、人の流れが
変わる鳥取駅周辺の賑わいの創出、都市機能の強化、
経済活力の向上等に引き続き官民が連携して取り組
み中心市街地全体の活性化につなげてまいります。
　本市は、中核市としての都市機能強化や地域防災力
の向上に努めながら、山陰東部圏域における「中核都
市」として、圏域全体の発展をけん引する役割をしっ
かり果たすことが責務であると考えています。
　中核市移行や新本庁舎完成など、市政におけるこの
大きな転換期を契機とし、「住んでよかった」「誰もが
住みたくなる」鳥取市、山陰東部圏域を目指し、一層邁
進していきたいと思います。

深澤  義彦
鳥取市長

「住んでよかった」「誰もが住みたくなる」鳥
取市をめざして



■第１回一木会例会
　　　　平成31年４月４日（木）　16:00～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１) 委員会報告

　２) 賛助会員企業ＰＲ　６社

　　①オスモ＆エーデル㈱　②山陰セキスイ商事㈱

　　③タカラスタンダード㈱　④鳥取ガス㈱　⑤ナブコドア㈱

　　⑥ＬＩＸＩＬ㈱

　３）建築士受験制度改正について　㈱総合資格鳥取支店

　４）懇親会

　　　　 72人
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■一木会総会
　　　　令和元年６月６日（木）17:30 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１）通常総会

　２）講演会　　『倉吉市役所建設の記憶をたどる』　

    　 講師　有限会社　堂計画室　代表取締役　生田昭夫氏

　３）懇親会

　　　　 52人

一木会　平成31、令和元年度の活動報告
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副会長（東部担当） 塚 田 　 　 隆

　平成31年度・令和元年度は終わりを告げようとしてい

ます。最近では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴って

日本経済、そして世界経済に大きなダメージが発生した

ことにより日本を含めた各国の株式市場においても、急

激な乱高下が発生するという状況に有ります。

　この１年間建築業界は、東京オリンピック景気による

建築資材の高騰、そして人材不足の発生に続き、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により中国の生産が減退し、サプ

ライチェーンを通じたネガティブな影響が建築業界に達

し、建築設備機器の遅延を生み、建築工事が完成出来ない

ような状況に有り、予想をはるかに超えた厳しい状況が

生じ、問題が山積しています。

　今後も「2019年をピークに建設市場は縮小し、量から

質へと需要転換が本格化」と建設関連企業の経営者が長

期的な事業動向をそう見ていることが、日刊建設工業新

聞社が行ったアンケートで明らかになったと記していま

す。

　その一方、建築設計業界におきましては、PFI、PPP、

BOT、BIM・・・等三文字のアルファベットによる新しい単

語が盛んに使われ、業界のフローが大きく変化していま

す。社会が急激に変化し、建築へのニーズも多種多様化し

ていく中で、私達は狭い範囲の業界に留まるのでは無く、

広い範囲たとえば建築業・ファイナンス関連企業・維持管

理会社等の組織と幅広く交流を深め情報交換を行い、未

来に向けた新しい行動を起こさないといけないと思いま

す。

東部の動き ■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
　東部支部合同ゴルフコンペ
　　　　令和元年６月１日（土）　

　　　　旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部

　　　　35人

■一木会幹事会　
　　　　令和元年７月18日（木）18:00 ～　　

　　　　ジュジュアン

■第２回一木会例会
　　　　令和元年８月１日（木）17:40 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　

１) 委員会報告

２) 鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会東

　  部支部合同ゴルフコンペ報告

３)  納涼会

　　　　48人

■第43回建築士事務所全国大会in福島に参加・県外研
　修会（山形）
　　　　令和元年10月３日（木）～10月５日（土）

　　　　※東部支部会員、11名参加しました。

■第３回一木会例会
　　　　令和元年10月10日（木）16:00～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１) 委員会報告

　２) 賛助会員企業ＰＲ

　　①鳥取福間商事㈱　②タカラスタンダード㈱

　　③㈱総合資格鳥取支店　④ＴＯＴＯ㈱

　３）懇親会

　　　　 45人

■住まいの無料相談会
　　　　令和元年10月12日（土）10:00～17:00

　　　　　　　　　　 13日（日）10:00～16:00

　　　　鳥取産業体育館

　　　　木の住まいフェアと同時開催

　　　　門脇　昇、 早田照彦、 塚田　隆　

　相談件数が少なく、次回は、会員の住宅パネル等の魅力有

る展示が必要。

　※会員の皆様ご協力ありがとうございました。

■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
　東部支部合同ゴルフコンペ
　　　　令和元年11月９日（土）　

　　　　鳥取カントリー倶楽部　吉岡温泉コース

　　　　32人

■第４回一木会例会
　　　　令和元年12月５日（木）17:45 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　

　１）委員会報告

　２） 鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会

　　　東部支部合同ゴルフコンペ報告

　３)忘年会

　　　　47人

シェルター大断面加工工場

最上川美術館にて



■第１回一木会例会
　　　　平成31年４月４日（木）　16:00～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１) 委員会報告

　２) 賛助会員企業ＰＲ　６社

　　①オスモ＆エーデル㈱　②山陰セキスイ商事㈱

　　③タカラスタンダード㈱　④鳥取ガス㈱　⑤ナブコドア㈱
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■一木会総会
　　　　令和元年６月６日（木）17:30 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１）通常総会

　２）講演会　　『倉吉市役所建設の記憶をたどる』　

    　 講師　有限会社　堂計画室　代表取締役　生田昭夫氏
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副会長（東部担当） 塚 田 　 　 隆

　平成31年度・令和元年度は終わりを告げようとしてい

ます。最近では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴って

日本経済、そして世界経済に大きなダメージが発生した

ことにより日本を含めた各国の株式市場においても、急

激な乱高下が発生するという状況に有ります。

　この１年間建築業界は、東京オリンピック景気による

建築資材の高騰、そして人材不足の発生に続き、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により中国の生産が減退し、サプ

ライチェーンを通じたネガティブな影響が建築業界に達

し、建築設備機器の遅延を生み、建築工事が完成出来ない

ような状況に有り、予想をはるかに超えた厳しい状況が

生じ、問題が山積しています。

　今後も「2019年をピークに建設市場は縮小し、量から

質へと需要転換が本格化」と建設関連企業の経営者が長

期的な事業動向をそう見ていることが、日刊建設工業新

聞社が行ったアンケートで明らかになったと記していま

す。

　その一方、建築設計業界におきましては、PFI、PPP、

BOT、BIM・・・等三文字のアルファベットによる新しい単

語が盛んに使われ、業界のフローが大きく変化していま

す。社会が急激に変化し、建築へのニーズも多種多様化し

ていく中で、私達は狭い範囲の業界に留まるのでは無く、

広い範囲たとえば建築業・ファイナンス関連企業・維持管

理会社等の組織と幅広く交流を深め情報交換を行い、未

来に向けた新しい行動を起こさないといけないと思いま

す。

東部の動き ■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
　東部支部合同ゴルフコンペ
　　　　令和元年６月１日（土）　

　　　　旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部

　　　　35人

■一木会幹事会　
　　　　令和元年７月18日（木）18:00 ～　　

　　　　ジュジュアン

■第２回一木会例会
　　　　令和元年８月１日（木）17:40 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　

１) 委員会報告

２) 鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会東

　  部支部合同ゴルフコンペ報告

３)  納涼会

　　　　48人

■第43回建築士事務所全国大会in福島に参加・県外研
　修会（山形）
　　　　令和元年10月３日（木）～10月５日（土）

　　　　※東部支部会員、11名参加しました。

■第３回一木会例会
　　　　令和元年10月10日（木）16:00～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　１) 委員会報告

　２) 賛助会員企業ＰＲ

　　①鳥取福間商事㈱　②タカラスタンダード㈱

　　③㈱総合資格鳥取支店　④ＴＯＴＯ㈱

　３）懇親会

　　　　 45人

■住まいの無料相談会
　　　　令和元年10月12日（土）10:00～17:00

　　　　　　　　　　 13日（日）10:00～16:00

　　　　鳥取産業体育館

　　　　木の住まいフェアと同時開催

　　　　門脇　昇、 早田照彦、 塚田　隆　

　相談件数が少なく、次回は、会員の住宅パネル等の魅力有

る展示が必要。

　※会員の皆様ご協力ありがとうございました。

■鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会
　東部支部合同ゴルフコンペ
　　　　令和元年11月９日（土）　

　　　　鳥取カントリー倶楽部　吉岡温泉コース

　　　　32人

■第４回一木会例会
　　　　令和元年12月５日（木）17:45 ～

　　　　しいたけ会館　対翠閣

　

　１）委員会報告

　２） 鳥取県建築士事務所協会東部支部、鳥取県建築士会

　　　東部支部合同ゴルフコンペ報告

　３)忘年会

　　　　47人

シェルター大断面加工工場

最上川美術館にて
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■建築士事務所キャンペーン
　「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」
　(一社)鳥取県木造住宅推進協議会主催「2019木の住まいフ
ェア」にて無料相談会を開催しました。
　　　　令和元年10月20日(日)
　　　　倉吉駅南噴水広場

■12月忘年例会
　忘年例会を開催しました。今回は三朝にある「三朝ロイヤル
ホテル」に集まり年末の雑事を忘れ、会員同士今年一年の反省
を語り合いながら盛り上がりました。
　　　　令和元年12月4日（水）
　　　　三朝ロイヤルホテル
　　　　40名

■2月例会
研修内容　「JWOOD工法が創り出す、木造超空間」
　　　　　 講師：株式会社ウッドワン
　　　　令和２年2月5日（水）
　　　　ホテルセントパレス倉吉
　　　　55名

一水会　令和元年度活動報告

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

開催日

場　所

参加人数

参加人数

副会長（中部担当） 井手添 　 誠

　平成28年より、副会長をさせて頂き、2期4年目となり

ました。

　本年度は、計画のとおり、幹事会を4回、一水会(中部支

部)例会を5回開催することができました。5月24日の通

常総会より始まりました。

　6月例会は、5日ホテルセントパレス倉吉において、倉

吉市よりの補助金説明とパナソニックLS社「LED照明の

最新動向」。8月納涼例会は、7日ブランナール三朝におい

て、タカラスタンダード米子支店の「無駄のないユニット

バスの設計」。10月例会は、1日打吹回廊において、パナソ

ニックLS社「IoT住宅について」。12月例会は、4日三朝ロ

イヤルホテルにおいて、忘年例会を開催しました。２月例

会は、5日ホテルセントパレス倉吉において、株式会社ウ

ッドワン「JWOOD工法が創り出す、木造超空間」と開催し

ました。

　例会は基本的にCPD講習会とすることで、事務所スタ

ッフの参加もありました。

　また「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」も

10月20日「倉吉ばえん祭」と同日に行いました。

　年当初の計画とおり実施できたのは、中部支部幹事の

皆さまのパワーによるものです。消費税率アップに伴う

地域商品券の活用など、奇抜なアイディアで例会を企画

していただきました。また、賛助会員の皆さまにも毎回、

大人数で参加頂く事で、支部運営が成り立っていると感

じています。この場を借りて感謝申し上げます。

　令和2年は、いよいよ東京オリンピックが8月に行われ

ます。オリンピック関連の建物建設により、人手が不足

し、材料が高騰して、バブル期のようになっていました

が、国立競技場も完成し、計画されていた高級ホテルなど

も次々に完成し、一段落してくれる事を願います。

　しかし、先般からの新型コロナウィルスの影響により、

パリのルーブル美術館が閉館になるなど、景気の先行き

は、予断を許さない状況となってしまいました。これから

インバウンドが活発に行われ、地域経済の活性化も期待

されておりましたが、少し心配な状況となっております。

東京オリンピック開催によって、もう一度日本全体が活

気づいて行くことを願っています。

　中部の動きとしては、鳥取県立博物館のPFI事業者が決

定し、槇文彦氏の設計で進められることになりました。来

年度より、いよいよ基本設計が行われます。槇氏の設計と

言うことで、建物自体に美術性があり、鳥取県の活性化に

起因するような建築になるとこを希望しています。ただ

し、PFI方式は、設計から建設、運営までを全て民間事業者

に委ねるため、地元建築士事務所の参画する場が狭めら

れてしまうように感じます。美術館建設に参画できるよ

うに中部支部でも働きかけを行っていきたいと思ってい

ます。

　令和４年の日本建築士事務所協会全国大会が鳥取県で

行う予定となりました。島根県建築士事務所協会との協

同開催で行われます。従って、開催場所は、西部が中心に

なると思われますが、この大会の開催をとおして、地元経

済の活性化につながることを期待しています。

　気がつけば、2期目もそれこそ、あっという間に終わり

つつあります。皆さんの協力によりまして、副会長を行え

たと感じています。２年間ありがとうございました。

■令和元年度中部支部一水会通常総会
令和元年5月24日（金）
倉吉シティホテル
24名

■6月例会
　研修内容　「LED照明の最新動向」　
　　　　　　内容①市場動向及び新商品のご紹介
　　　　　　　　②物件採用時のLED照明設計のポイント
　　　　　　講師：パナソニックLS社
　　　　　　　　  事業部中四国照明EC 杉野公和氏
　　　　令和元年６月５日（水）
　　　　ホテルセントパレス倉吉
　　　　46人

■8月納涼例会
　研修内容　「無駄のないユニットバスの設計」
　　　　　　講師：タカラスタンダード米子支店鳥取営業所
　　　　　　 所長　畑中　尚 氏
　　　　令和元年８月７日（水）
　　　　ブランナール三朝
　　　　37人
　研修後は納涼懇親会を開催しました。

■10月例会　
　研修内容　「lot住宅について」
　　　　　　講師：パナソニックLS社
　　　　　　主務 松林  豊 氏
　　　　令和元年10月1日（水）
　　　　打吹回廊
　　　　44名
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開催日
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中部の動き
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■建築士事務所キャンペーン
　「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」
　(一社)鳥取県木造住宅推進協議会主催「2019木の住まいフ
ェア」にて無料相談会を開催しました。
　　　　令和元年10月20日(日)
　　　　倉吉駅南噴水広場

■12月忘年例会
　忘年例会を開催しました。今回は三朝にある「三朝ロイヤル
ホテル」に集まり年末の雑事を忘れ、会員同士今年一年の反省
を語り合いながら盛り上がりました。
　　　　令和元年12月4日（水）
　　　　三朝ロイヤルホテル
　　　　40名

■2月例会
研修内容　「JWOOD工法が創り出す、木造超空間」
　　　　　 講師：株式会社ウッドワン
　　　　令和２年2月5日（水）
　　　　ホテルセントパレス倉吉
　　　　55名

一水会　令和元年度活動報告
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副会長（中部担当） 井手添 　 誠

　平成28年より、副会長をさせて頂き、2期4年目となり

ました。

　本年度は、計画のとおり、幹事会を4回、一水会(中部支

部)例会を5回開催することができました。5月24日の通

常総会より始まりました。

　6月例会は、5日ホテルセントパレス倉吉において、倉

吉市よりの補助金説明とパナソニックLS社「LED照明の

最新動向」。8月納涼例会は、7日ブランナール三朝におい

て、タカラスタンダード米子支店の「無駄のないユニット

バスの設計」。10月例会は、1日打吹回廊において、パナソ

ニックLS社「IoT住宅について」。12月例会は、4日三朝ロ

イヤルホテルにおいて、忘年例会を開催しました。２月例

会は、5日ホテルセントパレス倉吉において、株式会社ウ

ッドワン「JWOOD工法が創り出す、木造超空間」と開催し

ました。

　例会は基本的にCPD講習会とすることで、事務所スタ

ッフの参加もありました。

　また「木の住まいフェア～住まいの無料相談会～」も

10月20日「倉吉ばえん祭」と同日に行いました。

　年当初の計画とおり実施できたのは、中部支部幹事の

皆さまのパワーによるものです。消費税率アップに伴う

地域商品券の活用など、奇抜なアイディアで例会を企画

していただきました。また、賛助会員の皆さまにも毎回、

大人数で参加頂く事で、支部運営が成り立っていると感

じています。この場を借りて感謝申し上げます。

　令和2年は、いよいよ東京オリンピックが8月に行われ

ます。オリンピック関連の建物建設により、人手が不足

し、材料が高騰して、バブル期のようになっていました

が、国立競技場も完成し、計画されていた高級ホテルなど

も次々に完成し、一段落してくれる事を願います。

　しかし、先般からの新型コロナウィルスの影響により、

パリのルーブル美術館が閉館になるなど、景気の先行き

は、予断を許さない状況となってしまいました。これから

インバウンドが活発に行われ、地域経済の活性化も期待

されておりましたが、少し心配な状況となっております。

東京オリンピック開催によって、もう一度日本全体が活

気づいて行くことを願っています。

　中部の動きとしては、鳥取県立博物館のPFI事業者が決

定し、槇文彦氏の設計で進められることになりました。来

年度より、いよいよ基本設計が行われます。槇氏の設計と

言うことで、建物自体に美術性があり、鳥取県の活性化に

起因するような建築になるとこを希望しています。ただ

し、PFI方式は、設計から建設、運営までを全て民間事業者

に委ねるため、地元建築士事務所の参画する場が狭めら

れてしまうように感じます。美術館建設に参画できるよ

うに中部支部でも働きかけを行っていきたいと思ってい

ます。

　令和４年の日本建築士事務所協会全国大会が鳥取県で

行う予定となりました。島根県建築士事務所協会との協

同開催で行われます。従って、開催場所は、西部が中心に

なると思われますが、この大会の開催をとおして、地元経

済の活性化につながることを期待しています。

　気がつけば、2期目もそれこそ、あっという間に終わり

つつあります。皆さんの協力によりまして、副会長を行え

たと感じています。２年間ありがとうございました。

■令和元年度中部支部一水会通常総会
令和元年5月24日（金）
倉吉シティホテル
24名

■6月例会
　研修内容　「LED照明の最新動向」　
　　　　　　内容①市場動向及び新商品のご紹介
　　　　　　　　②物件採用時のLED照明設計のポイント
　　　　　　講師：パナソニックLS社
　　　　　　　　  事業部中四国照明EC 杉野公和氏
　　　　令和元年６月５日（水）
　　　　ホテルセントパレス倉吉
　　　　46人

■8月納涼例会
　研修内容　「無駄のないユニットバスの設計」
　　　　　　講師：タカラスタンダード米子支店鳥取営業所
　　　　　　 所長　畑中　尚 氏
　　　　令和元年８月７日（水）
　　　　ブランナール三朝
　　　　37人
　研修後は納涼懇親会を開催しました。

■10月例会　
　研修内容　「lot住宅について」
　　　　　　講師：パナソニックLS社
　　　　　　主務 松林  豊 氏
　　　　令和元年10月1日（水）
　　　　打吹回廊
　　　　44名
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開催日
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開催日
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中部の動き



ら住まいの土地の地盤診断・災害リスクについての無料の地盤
カルテ作成を行い大変好評でした。
　そして、地震に弱い建物の特徴を実験しながら楽しく理解で
きるペーパークラフト教材「紙ぶるる」を来場者の方に作成も
して頂きました。
　延べ約60名の方に相談等来て頂き会員の皆様にも多数協力
して頂き感謝しています。

■2019秋の山水会ゴルフコンペ
　　　　令和元年10月31日（木）
　　　　グリーンパーク大山ゴルフクラブ
　　　　24人

　秋晴れの大変良い天気の中、恒例の山水会ゴルフコンペを
開催いたしました。
　怪我もなく楽しく会員の親睦を深める良いゴルフが出来ま
した。
　優勝は昨年度準優勝の大同警備保障㈲の舩田正一様。準優
勝は、サンイン技術コンサルタント㈱の江原恭二様でした。

■12月例会
　　　　令和元年12月16日㈪
　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル
　　　　48名

　会員・賛助会員の親睦と一年の〆として忘年会を開催いた
しました。当日は顧問の斉木県会議員にも参加して頂き、簡単
なゲームを取り混ぜながら和やかな楽しい会となりました。
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山水会　令和元年度活動報告
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副会長（西部担当） 吉 田  成 年

　年号が平成から令和となり令和２年の春を迎えまし

た。昨年９月10月におきました東日本の台風・大雨被害。

毎年のように起きる地震被害。そして35度を超えるよう

な酷暑や暖冬。

　このことは私達の生命・暮らしにとって大きな影響を

与えています。私たち建築を生業としているものにとっ

て、これらのことに対して真剣に考え克服することを考

えねばなりません。鳥取県建築士事務所協会会員が先頭

に立ってこれらの事に対して建物の耐震・風水害に対す

る対策、断熱に対する考え工法について知識を深め、より

よい建物を考え、実践していく義務があります。

　また、人口が減少し、どんどん高齢化している状況の中

で、建築技能者はもちろんのこと我々建築設計者も人手

不足の状況であり、若者になかなか建築の仕事について

もらえない実態があります。昨年の建築士法の改正によ

り建築士受験に際して実務経験を積む前に学科受験出来

るようになったことは大きな前進ですが、私達も、もっと

いろいろな機会を作って、こんなにやり甲斐があって魅

力的な仕事なんだということを積極的にＰＲし、少しで

も次の世代を担う若者に建築の世界に進んで頂き、一般

の市民に対しても私達の仕事を知って頂くことが我々協

会としても必要です。

　現在、木造住宅の無料耐震診断を、各市町村を通じて行

っており、これも安心安全な社会を築き、また広く一般の

方々に我々の仕事を知って頂く大きな役割を担っていま

す。そして東部、中部、西部で行われている住まいの無料

相談会。こちらも小さなことではありますが、いろいろ工

夫してみる価値はあると思います。

　令和４年には、鳥取県・島根県両県共催で日本建築士事

務所協会連合会の全国大会が開かれる予定です。これか

ら開催に向けてのいろいろ準備に会員・賛助会員皆様に

多方面の協力を仰がねばなりません。是非大会を成功に

導き、この機を利用して社会にアピールすることを、いろ

いろ考えていけたらと考えます。

（西部支部の担当として）

　当協会も近年皆様の働きかけにより会員・賛助会員が

徐々に増えていますが、西部支部としましては、会員が力

を合わせて会員増強を図ることとし、支部の役員が中心

となり西部地区の建築士事務所・企業に積極的な声掛け

を行いました。その結果皆様のご協力により今年春から

の多数の入会予定者を得ることが出来ました。引き続き

会員増強に努め鳥取県建築士事務所協会が益々活性化し

西部支部も支部としての活動益々活性化させ、会員・賛助

会員様に鳥取県建築士事務所協会に入ってよかったと思

われる支部活動を行いたいと思います。

　現在、世界中に新型コロナウイルスが広がりつつあり、

大きな社会問題となっており、私達の健康・生命・社会活

動・経済に多大な影響を及ぼしつつあります。まだ今後ど

のようになっていくのか見通しがつきませんが、この会

報誌が発行される時には、事態が収束し皆様が笑顔で生

活できていることを願うばかりです。

　オリンピックも開催され、一層の景気回復を願って。

■米子市営繕課との懇談会
令和元年６月５日（水）
米子市役所
米子市営繕課課長他　西部支部理事他

　米子市発注の業務、特に監理業務について、米子市の考えを
お聞きし、また協会西部支部としての要望等を懇談会形式で
話し合いました。
　固苦しい会ではなく、それぞれが率直に意見を出し合い双
方がより良い監理業務のあり方について話し合う実りある会
となりました。

■８月例会
　　　　令和元年８月22日（木）
　　　　国際ファミリープラザ
　　　　46人

　第一部として、賛助会会員による企業・商品ＰＲをして頂き
ました。
　ＰＲをして頂いたのは、サンイン技術コンサルタント㈱、㈱
総合資格、㈱ＬＸＩＬ中四国支社山陰営業所の３社です。
　また、第二部は、納涼会として、会場を同じ建物の「シュシュ」
に移して会員・賛助会員の懇親を行いました。

■住まいの無料相談会
　　　　令和元年10月5日（土）
　　　　米子産業体育館
　　　　午前午後　延べ14名

　木の住まいフ
ェアと共催して
住まいの無料相
談会を実施いた
しました。
　木造住宅の耐
震、リフォーム、
新築などの相談。
そして昨年度か

西部の動き



ら住まいの土地の地盤診断・災害リスクについての無料の地盤
カルテ作成を行い大変好評でした。
　そして、地震に弱い建物の特徴を実験しながら楽しく理解で
きるペーパークラフト教材「紙ぶるる」を来場者の方に作成も
して頂きました。
　延べ約60名の方に相談等来て頂き会員の皆様にも多数協力
して頂き感謝しています。

■2019秋の山水会ゴルフコンペ
　　　　令和元年10月31日（木）
　　　　グリーンパーク大山ゴルフクラブ
　　　　24人

　秋晴れの大変良い天気の中、恒例の山水会ゴルフコンペを
開催いたしました。
　怪我もなく楽しく会員の親睦を深める良いゴルフが出来ま
した。
　優勝は昨年度準優勝の大同警備保障㈲の舩田正一様。準優
勝は、サンイン技術コンサルタント㈱の江原恭二様でした。

■12月例会
　　　　令和元年12月16日㈪
　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル
　　　　48名

　会員・賛助会員の親睦と一年の〆として忘年会を開催いた
しました。当日は顧問の斉木県会議員にも参加して頂き、簡単
なゲームを取り混ぜながら和やかな楽しい会となりました。
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副会長（西部担当） 吉 田  成 年

　年号が平成から令和となり令和２年の春を迎えまし

た。昨年９月10月におきました東日本の台風・大雨被害。

毎年のように起きる地震被害。そして35度を超えるよう

な酷暑や暖冬。

　このことは私達の生命・暮らしにとって大きな影響を

与えています。私たち建築を生業としているものにとっ

て、これらのことに対して真剣に考え克服することを考

えねばなりません。鳥取県建築士事務所協会会員が先頭

に立ってこれらの事に対して建物の耐震・風水害に対す

る対策、断熱に対する考え工法について知識を深め、より

よい建物を考え、実践していく義務があります。

　また、人口が減少し、どんどん高齢化している状況の中

で、建築技能者はもちろんのこと我々建築設計者も人手

不足の状況であり、若者になかなか建築の仕事について

もらえない実態があります。昨年の建築士法の改正によ

り建築士受験に際して実務経験を積む前に学科受験出来

るようになったことは大きな前進ですが、私達も、もっと

いろいろな機会を作って、こんなにやり甲斐があって魅

力的な仕事なんだということを積極的にＰＲし、少しで

も次の世代を担う若者に建築の世界に進んで頂き、一般

の市民に対しても私達の仕事を知って頂くことが我々協

会としても必要です。

　現在、木造住宅の無料耐震診断を、各市町村を通じて行

っており、これも安心安全な社会を築き、また広く一般の

方々に我々の仕事を知って頂く大きな役割を担っていま

す。そして東部、中部、西部で行われている住まいの無料

相談会。こちらも小さなことではありますが、いろいろ工

夫してみる価値はあると思います。

　令和４年には、鳥取県・島根県両県共催で日本建築士事

務所協会連合会の全国大会が開かれる予定です。これか

ら開催に向けてのいろいろ準備に会員・賛助会員皆様に

多方面の協力を仰がねばなりません。是非大会を成功に

導き、この機を利用して社会にアピールすることを、いろ

いろ考えていけたらと考えます。

（西部支部の担当として）

　当協会も近年皆様の働きかけにより会員・賛助会員が

徐々に増えていますが、西部支部としましては、会員が力

を合わせて会員増強を図ることとし、支部の役員が中心

となり西部地区の建築士事務所・企業に積極的な声掛け

を行いました。その結果皆様のご協力により今年春から

の多数の入会予定者を得ることが出来ました。引き続き

会員増強に努め鳥取県建築士事務所協会が益々活性化し

西部支部も支部としての活動益々活性化させ、会員・賛助

会員様に鳥取県建築士事務所協会に入ってよかったと思

われる支部活動を行いたいと思います。

　現在、世界中に新型コロナウイルスが広がりつつあり、

大きな社会問題となっており、私達の健康・生命・社会活

動・経済に多大な影響を及ぼしつつあります。まだ今後ど

のようになっていくのか見通しがつきませんが、この会

報誌が発行される時には、事態が収束し皆様が笑顔で生

活できていることを願うばかりです。

　オリンピックも開催され、一層の景気回復を願って。

■米子市営繕課との懇談会
令和元年６月５日（水）
米子市役所
米子市営繕課課長他　西部支部理事他

　米子市発注の業務、特に監理業務について、米子市の考えを
お聞きし、また協会西部支部としての要望等を懇談会形式で
話し合いました。
　固苦しい会ではなく、それぞれが率直に意見を出し合い双
方がより良い監理業務のあり方について話し合う実りある会
となりました。

■８月例会
　　　　令和元年８月22日（木）
　　　　国際ファミリープラザ
　　　　46人

　第一部として、賛助会会員による企業・商品ＰＲをして頂き
ました。
　ＰＲをして頂いたのは、サンイン技術コンサルタント㈱、㈱
総合資格、㈱ＬＸＩＬ中四国支社山陰営業所の３社です。
　また、第二部は、納涼会として、会場を同じ建物の「シュシュ」
に移して会員・賛助会員の懇親を行いました。

■住まいの無料相談会
　　　　令和元年10月5日（土）
　　　　米子産業体育館
　　　　午前午後　延べ14名

　木の住まいフ
ェアと共催して
住まいの無料相
談会を実施いた
しました。
　木造住宅の耐
震、リフォーム、
新築などの相談。
そして昨年度か

西部の動き



委員長　来田　信浩総務企画委員会

　総務企画委員会の委員長を２期務めさせて頂きま
した。会員増強、苦情解決業務等々が委員会の役割で
すが、個人的には秋の県外研修の企画・実施が記憶
に残る仕事でした。
　前任の業務技術委員長当時もその仕事が割り振ら
れていましたので、４年連続の企画・実施の責任者
を務めさせて頂いたことになります。平成28年度の
岡山・直島方面、29年度の全国大会・和歌山方面、
30年度の高知方面、今年度の全国大会・福島方面と、
毎回かなり欲張りで強行的な企画でしたが、皆様の
ご協力の下、盛況に完了することができました。ただ
今年度は、向かう途中の東京に到着した途端に、実家
の一大事のために急遽鳥取に帰ることになってしま
い、ほぼ全ての行程を塚田副会長、田栗専務にお任せ

することになりました。
その他、参加の方々にも、
ご迷惑とご心配をおかけ
することになり、大変に申
し訳なく思っております。
　来年度からは、責任者
からは開放頂いた上で有
意義に参加させて頂きた
いと考えております。
　会員増強も飛躍的に進んでおります。その他の業
務も順調と認識しております。これも全て、会員皆様
のご協力の賜物です。本当にありがとうございまし
た。

委員長　小谷　真一広報編集委員会

　 昨年に引き続き広報編集委員会の委員長を務
めさせていただきました。
　委員会の職務については下記のとおりでした。
　広報誌「建築とっとり」の発行は年１回となり
ましたが、紙面の内容を例年より変更し、ページ
数を増やして発行させていただきました。
　発行に当り会員及び賛助会員の皆様には取材
や情報提供など多くのご協力をいただきありが
とうございました。
　委員会の職務
①協会の広報活動の実施

　・ホームページを活
用した広報活動

　・広報誌「建築とっと
り」の発行

②建築士事務所のキャ
　ンペーンの実施
　・東部、中部、西部３
地区にて住まいの
無料相談会、耐震診断の実施

委員長　清水　幸憲業務技術委員会

　今年度の業務技術委員会の事業報告をします。
　今年も一年間会員事務所・協会員の通常業務
に直接関係する講習・研修会等の実施と、サポー
トを中心に活動しました。特に令和元年11月11
日に研修会を開催しました「BIM」は、国土交通省
が「建築BIM環境整備部会」で、BIMを設計から維
持管理まで一貫して活用するための「BIMの標準
ワークフローとその活用方策に関するガイドラ
イン」を提示したように、BIMの活用は業務の生産
性向上に今後つながる重要なテーマです。
　研修会には、会員と会員社員34名の参加があ
り、第一部講演として　福井コンピューターアー
キテクト㈱ J-BIM推進課　菅原誠志様に「BIMの
概要説明」を、第二部として畝啓建築事務所㈱　
代表取締役　畝啓様より「GLOOBEユーザー活用

事例」の発表を頂き、
「BIM」について大変有
意義な研修となりまし
た。
　今後もこのBIMの取
組みについては、協会と
して（委員会として）研
修会を更に重ね、会員へ
の普及と活用の一助となればと思います。
　最後に今年度委員会の皆様はもとより会員の
皆様のご協力のもと、一年間委員会活動そして委
員長を務めさせて頂きました。改めまして御礼申
し上げて委員会事業報告と致します。
　ありがとうございました。

委員長　稲田　祐二耐震専門委員会

地震に教えられて
　鳥取県の耐震評定に関わって早いもので20年近
く経ちました。携った建物も約千棟になろうかと思
います。その間は，戦後の地震活動が低調な時期を経
て活発な時期へと変化してきた時期と重なります。
即ち，全国的には1995年の兵庫県南部地震や2011
年の東北地方太平洋沖地震、鳥取県も2000年の鳥
取県西部地震や2016年の鳥取県中部地震と多くの
地震にみまわれました。教育現場で耐震設計に関す
る授業を担当していることから，その都度身の引き
締まる思いをしてきました。兵庫県南部地震では大
都市を襲った地震として関東大震災の火災被害の再
来かと思いました。また、東北地方太平洋沖地震にお
いての津波被害は想像をはるかに超えるものでし
た。震源からはるかに離れた場所での長周期地震動
に対する高層建物の共振現象や巨大オイルタンクの

スロッシング現象も注目
さ れ ま し た。さ ら に、
2016年の熊本地震では
これまでも指摘されてき
たキラーパルスやフリン
グステップが観測されま
した。我々は，自然の前に
は無力ですが、一方では
先人からの教訓を引き継
ぐことにより、建物の耐
震性能を向上させてきました。
　しっかり対策をとっていれば防災・減災につなが
ると考えています。寺田寅彦のいう「災害は忘れた頃
にやってくる」に対しては「備えあれば憂なし」の精
神で対処しようではありませんか。

委員長　井手添　誠木造耐震委員会

　本委員会は、県内各市町村が行っている「木造
住宅無料耐震診断」を鳥取県建築士事務所協会が
委託として受け、建築士の派遣と診断結果の確
認、納品書類のチェックを行う事が、その主な業
務です。対象とする建物は、木造の一戸建て住宅
で、昭和56年5月31 日以前に建築されたものを
主な対象建物としていましたが、金物など建築基
準法改正があった、平成12年5月31日以前に建築
されたものまで広げられました。規模も延べ床面
積が220㎡以内としていましたが、委員会内で検
討を行い、それ以上の物件での対応も行うように
しました。
　本年度実績は、１町が加わり、80棟を超える依
頼がありました。
・鳥取市木造住宅耐震診断業務　　16棟
・倉吉市木造住宅耐震診断事業　　23棟
・米子市木造住宅耐震診断業務　　14棟

・境港市木造住宅耐震診
断業務　　23棟

・岩美町木造住宅耐震診
断業務　　２棟

・若桜町木造住宅耐震診
断業務　　１棟

・八頭町木造住宅耐震診
断業務　　３棟

・北栄町木造住宅耐震診
断業務　　３棟

・伯耆町木造住宅耐震診断業務　　１棟
　　　　　　計　　　　　　　　 86棟
　木造住宅の耐震診断は、無料ということもあ
り、行われておりますが、補強まで進む物件は、少
ないままとなっています。これからも、鳥取県の
木造住宅の耐震化に向けて、取り組んで行かなけ
ればならないと思います。

委員長　塚田　　隆特建審査委員会

　特定建築物等定期報告（定期調査・検査報告制
度）についてご報告します。
　建築物は、建築基準法や消防法などの法律に基
づき管理、安全性を維持しなくてはなりません。
なかでも、特殊建築物と呼ばれる用途の建物に
は、専門家による細かなチェックとその報告が義
務付けられています。戸建て住宅や事務所以外の
多くが該当する特殊建築物は、ビル経営や資産価
値と直結する重要事項です。
　平成28年６月１日に施行された改正建築基準
法により、検査・調査資格者制度及び定期報告対
象建築物等の変更とともに、新たに防火設備定期
検査・特定建築物定期調査の適切な実施及び定
期報告制度の円滑な推進に対応するため、当協会

では「特定建築物定期調
査報告業務報酬算定基
準」を策定しました。
　鳥取県建築士事務所協
会ホームページに記載し
ておりますので、ご参考
にしてください。
　鳥取県建築士事務所協
会では、鳥取県内の物件
につきましては書類作成の不備等について特建
審査委員会を立ち上げ、本報告前の事前チェック
を行っています。平成31年度、令和元年度は、病
院、診療所、ホテル、旅館、寄宿舎等の物件76件に
協力させていただきました。
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委員長　来田　信浩総務企画委員会

　総務企画委員会の委員長を２期務めさせて頂きま
した。会員増強、苦情解決業務等々が委員会の役割で
すが、個人的には秋の県外研修の企画・実施が記憶
に残る仕事でした。
　前任の業務技術委員長当時もその仕事が割り振ら
れていましたので、４年連続の企画・実施の責任者
を務めさせて頂いたことになります。平成28年度の
岡山・直島方面、29年度の全国大会・和歌山方面、
30年度の高知方面、今年度の全国大会・福島方面と、
毎回かなり欲張りで強行的な企画でしたが、皆様の
ご協力の下、盛況に完了することができました。ただ
今年度は、向かう途中の東京に到着した途端に、実家
の一大事のために急遽鳥取に帰ることになってしま
い、ほぼ全ての行程を塚田副会長、田栗専務にお任せ

することになりました。
その他、参加の方々にも、
ご迷惑とご心配をおかけ
することになり、大変に申
し訳なく思っております。
　来年度からは、責任者
からは開放頂いた上で有
意義に参加させて頂きた
いと考えております。
　会員増強も飛躍的に進んでおります。その他の業
務も順調と認識しております。これも全て、会員皆様
のご協力の賜物です。本当にありがとうございまし
た。

委員長　小谷　真一広報編集委員会

　 昨年に引き続き広報編集委員会の委員長を務
めさせていただきました。
　委員会の職務については下記のとおりでした。
　広報誌「建築とっとり」の発行は年１回となり
ましたが、紙面の内容を例年より変更し、ページ
数を増やして発行させていただきました。
　発行に当り会員及び賛助会員の皆様には取材
や情報提供など多くのご協力をいただきありが
とうございました。
　委員会の職務
①協会の広報活動の実施

　・ホームページを活
用した広報活動

　・広報誌「建築とっと
り」の発行

②建築士事務所のキャ
　ンペーンの実施
　・東部、中部、西部３
地区にて住まいの
無料相談会、耐震診断の実施

委員長　清水　幸憲業務技術委員会

　今年度の業務技術委員会の事業報告をします。
　今年も一年間会員事務所・協会員の通常業務
に直接関係する講習・研修会等の実施と、サポー
トを中心に活動しました。特に令和元年11月11
日に研修会を開催しました「BIM」は、国土交通省
が「建築BIM環境整備部会」で、BIMを設計から維
持管理まで一貫して活用するための「BIMの標準
ワークフローとその活用方策に関するガイドラ
イン」を提示したように、BIMの活用は業務の生産
性向上に今後つながる重要なテーマです。
　研修会には、会員と会員社員34名の参加があ
り、第一部講演として　福井コンピューターアー
キテクト㈱ J-BIM推進課　菅原誠志様に「BIMの
概要説明」を、第二部として畝啓建築事務所㈱　
代表取締役　畝啓様より「GLOOBEユーザー活用

事例」の発表を頂き、
「BIM」について大変有
意義な研修となりまし
た。
　今後もこのBIMの取
組みについては、協会と
して（委員会として）研
修会を更に重ね、会員へ
の普及と活用の一助となればと思います。
　最後に今年度委員会の皆様はもとより会員の
皆様のご協力のもと、一年間委員会活動そして委
員長を務めさせて頂きました。改めまして御礼申
し上げて委員会事業報告と致します。
　ありがとうございました。

委員長　稲田　祐二耐震専門委員会

地震に教えられて
　鳥取県の耐震評定に関わって早いもので20年近
く経ちました。携った建物も約千棟になろうかと思
います。その間は，戦後の地震活動が低調な時期を経
て活発な時期へと変化してきた時期と重なります。
即ち，全国的には1995年の兵庫県南部地震や2011
年の東北地方太平洋沖地震、鳥取県も2000年の鳥
取県西部地震や2016年の鳥取県中部地震と多くの
地震にみまわれました。教育現場で耐震設計に関す
る授業を担当していることから，その都度身の引き
締まる思いをしてきました。兵庫県南部地震では大
都市を襲った地震として関東大震災の火災被害の再
来かと思いました。また、東北地方太平洋沖地震にお
いての津波被害は想像をはるかに超えるものでし
た。震源からはるかに離れた場所での長周期地震動
に対する高層建物の共振現象や巨大オイルタンクの

スロッシング現象も注目
さ れ ま し た。さ ら に、
2016年の熊本地震では
これまでも指摘されてき
たキラーパルスやフリン
グステップが観測されま
した。我々は，自然の前に
は無力ですが、一方では
先人からの教訓を引き継
ぐことにより、建物の耐
震性能を向上させてきました。
　しっかり対策をとっていれば防災・減災につなが
ると考えています。寺田寅彦のいう「災害は忘れた頃
にやってくる」に対しては「備えあれば憂なし」の精
神で対処しようではありませんか。

委員長　井手添　誠木造耐震委員会

　本委員会は、県内各市町村が行っている「木造
住宅無料耐震診断」を鳥取県建築士事務所協会が
委託として受け、建築士の派遣と診断結果の確
認、納品書類のチェックを行う事が、その主な業
務です。対象とする建物は、木造の一戸建て住宅
で、昭和56年5月31 日以前に建築されたものを
主な対象建物としていましたが、金物など建築基
準法改正があった、平成12年5月31日以前に建築
されたものまで広げられました。規模も延べ床面
積が220㎡以内としていましたが、委員会内で検
討を行い、それ以上の物件での対応も行うように
しました。
　本年度実績は、１町が加わり、80棟を超える依
頼がありました。
・鳥取市木造住宅耐震診断業務　　16棟
・倉吉市木造住宅耐震診断事業　　23棟
・米子市木造住宅耐震診断業務　　14棟

・境港市木造住宅耐震診
断業務　　23棟

・岩美町木造住宅耐震診
断業務　　２棟

・若桜町木造住宅耐震診
断業務　　１棟

・八頭町木造住宅耐震診
断業務　　３棟

・北栄町木造住宅耐震診
断業務　　３棟

・伯耆町木造住宅耐震診断業務　　１棟
　　　　　　計　　　　　　　　 86棟
　木造住宅の耐震診断は、無料ということもあ
り、行われておりますが、補強まで進む物件は、少
ないままとなっています。これからも、鳥取県の
木造住宅の耐震化に向けて、取り組んで行かなけ
ればならないと思います。

委員長　塚田　　隆特建審査委員会

　特定建築物等定期報告（定期調査・検査報告制
度）についてご報告します。
　建築物は、建築基準法や消防法などの法律に基
づき管理、安全性を維持しなくてはなりません。
なかでも、特殊建築物と呼ばれる用途の建物に
は、専門家による細かなチェックとその報告が義
務付けられています。戸建て住宅や事務所以外の
多くが該当する特殊建築物は、ビル経営や資産価
値と直結する重要事項です。
　平成28年６月１日に施行された改正建築基準
法により、検査・調査資格者制度及び定期報告対
象建築物等の変更とともに、新たに防火設備定期
検査・特定建築物定期調査の適切な実施及び定
期報告制度の円滑な推進に対応するため、当協会

では「特定建築物定期調
査報告業務報酬算定基
準」を策定しました。
　鳥取県建築士事務所協
会ホームページに記載し
ておりますので、ご参考
にしてください。
　鳥取県建築士事務所協
会では、鳥取県内の物件
につきましては書類作成の不備等について特建
審査委員会を立ち上げ、本報告前の事前チェック
を行っています。平成31年度、令和元年度は、病
院、診療所、ホテル、旅館、寄宿舎等の物件76件に
協力させていただきました。
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鳥取県・（一社）鳥取県建築士事務所協会との意見交換会
意 見 交 換 の 概 要

【議題１】当協会が策定した特定建築物定期調査報告業務積算基準の取り
扱いについて

　[協]　県の発注される特定建築物定期調査報告業務は、国の保全業務を
ベースに予定価格を積算されているが、非常に実情と乖離してい
る。当協会の作成した積算基準を採用して頂くとともに、県とし
て県内公共団体等への周知をお願いしたい。

　[県]　県は国が定めた積算基準を参考にしており、現時点での見直しの
予定はない。協会基準（国基準の約２倍）の根拠を改めて回答して
頂きたい。

　[協]　根拠は、協会内でのヒアリング、他県の事例を参考にした。県の基
準が市町村へ波及する。そもそも、保全業務＝定期報告調査報告業
務が同一業務なのかという問題もあるし、同じ事務所に設計業務
と定期点検業務を出すのに、諸経費率が異なるのはおかしい。

【議題２】業務報酬基準（告示第98号）の早急な運用について 
　[協]　昨年度の協議通り令和２年４月以降の調達公告を行う業務から

適用する。
　[協]　難易度係数（建物形状・地盤形状等）は考慮しているか？業務委

託特記仕様書で考慮の有無が確認できないので明記して欲しい。
　[県]　業務委託特記仕様書の明記について検討する。
【議題３】基本設計を含めた設計の発注について  
　[協]　実施設計発注時の与条件が曖昧な場合が多く、予算も実情とかけ

離れている場合が多い状況。通常の基本設計の成果品程度の資料
を基に発注して頂きたい。若しくは、基本設計と実施設計を合わ
せて、十分な業務期間を確保して発注して頂きたい。

　[県]　以前に設備設計事務所協会からも要望が有った。基本設計の精度
向上には取組んでいる。現地調査及び基本設計が不十分な場合等
には、適切な追加経費を計上するよう内部周知している。基本設
計の精度向上を徹底する。

　[協]　厳しい納期で詳細な概算金額を提出するように言われることが
あるので、十分な業務期間を確保願いたい。

【議題４】建築設計業務の受注機会の均等化について
　[協]　現在、建築設計業務については、Ａ・Ｂ・Ｃランクに区分されているが、

ランクごとの登録者数に対する更なる均等な発注をお願いしたい。
　[県]　近年の発注件数の減少もあるが、県は発注ランクの区分（技術者

要件・発注金額）については協会からの要望があって議論するの
で、まず協会内で案を示してほしい。

　[協]　ランク区分の金額を下げることも考えていかなければいけないと
思うがどうか。

　[県]　県としては協会から案をもらわないと決めることはできない。市
町村のことも見据えて判断したほうが良いのではないか。

　[協]　ランク分けや発注金額に関しては、協会内の会員でもそれぞれ立
場があり、確かにランク区分の変更は難しいので、来年はこのまま
の発注ランク付けで良い。

　[県]　全県を見据えて協会としての案を出していただきたい。
　[協]　ランクを考える際の金額は、消費税を除いた金額としてもらいた

い。昔の３％から、今は10％まで上がってきており、影響が大きく
なっている。

　[県]　今のところは変更を考えていないが、土木系の委託や工事で同様
の話が出ていれば、一緒に考える話であるため、確認してみる。

　[協]　中部だけ発注件数が著しく少ない。地域性を考慮するようなこと
はできないか。

　[県]　委託については、業者数との関係もあり、全県を対象としているの
でご理解頂きたい。

【議題５】工期変更に伴う監理料の変更について 
　[協]　工事監理で、H.T.Bの納期の遅れなど受注者の責めに帰すことがで

きない事象に伴い、工期が延長となったり、一時中止となった場合
などについて、監理料の増額変更をお願いしたい。

　[県]　これまでどおり内容変更を伴わない工期延期は原則行わない。工
事内容の大幅な変更等にあっては協議により変更をしている。工
事内容の変更がなく業務内容だけを薄く延ばすような場合は難し

いと考えるが、ケースによっては変更対象とする場合もあると思
う。個別の工事ごとに協議させていただきたい。

【議題６】設計業務に係る提出書類について
　[協]　県有施設の設計業務に伴い、設備設計における「業務再委託通知

書」を県の書式で提出したが、当該施設の監査で「業務再委託承諾
願」→「業務再委託通知書」の流れになるよう指導を受けた。県営
繕課のホームページには当該承諾願の書式はなく、書式や取り扱
い等について、県内部で統一して頂くようお願いしたい。

　[県]　２重手間の流れについて、様式の変更も含め検討する。
【議題７】改修工事の設計業務人・時間の算定方法の適正化と明確化につ

いて
　[協]　改修工事の設計業務で追加設計があった場合などに、ケース毎に

追加の設計料が大きく異なる場合があるので、設計額の算定方法
の適正化と明確化をお願いしたい。

　[県]　令和２年４月の積算基準改定にあわせて検討する。
　[協]　内訳書に建築と設備の人訳を明示して欲しい。
　[県]　過去には明示していたが協会からの要望があって明示を止めた経

緯があるが、再度明示を要望するなら協会内で協議して頂きたい。
【議題８】技術者登録の変更について
　[協]　退職等による変更は速やかに手続きされているが、新規入社による

増は雇用してから４か月以上後となっている。もっと事務処理を早
めて頂きたい。また、技術者登録がされるまでの間においても、当該
技術者が業務に携わることができるよう取り扱って頂きたい。

　[県]　在籍者が資格取得した場合には処理期間の短縮は検討する。
　[協]　新規雇用の際に提出する雇用証明を証する書類（健康保健証）の発

行は最低でも１か月掛かる。雇用等に係る申請書等で代用し、正式
な証書が届いた時点で速やかに差し替えることはできないか？

　[県]　証明書等の発行に係る申請書の写し等で代用でも問題ないと思
う。検討し対応したい。

　[協]　新規雇用者は技術者登録されるまでの間は担当技術者や管理技
術者になれないか？

　[県]　担当技術者は、契約約款で規定されない技術者なので、雇用関係
があれば技術者登録される間においても担当可能。管理技術者に
あっては、雇用関係３か月以上の者としており不可能。

【議題９】工事監理の分離発注について
　[協]　工事監理は小さな工事であっても、建築と設備は分離発注して頂

きたい。分離発注出来ない場合は、意匠、構造や設備も含めて監理
監督員の兼務を認めて頂きたい。

　[県]　新築等の工事監理は、建築士法の規定に基づき分離発注はしてい
ない。小規模工事の工事監理において、設備設計事務所が業務再
委託を受けてくれない事については、設備設計事務所協会にも状
況を聞き取りする。小規模工事とは、どれくらいの工事を想定し
ているのか？

　[協]　建築士法上の建築士の関与が及ばない範囲のこと。分離発注でき
ない場合は、意匠、設備も含めて監理監督員の兼務ができない
か？国や鳥取市では、認めている。

　[県]　業務に支障のない範囲で監理監督員の兼務は可能と考えるので、
県から文面を示す。また、国の工事監理業務仕様書を確認する。

【議題10】工事監理業務の資格要件について
　[協]　昨年度も要望したが、担当技術者の実務経験年数を見直し、資格

要件を緩和して頂きたい。今の資格要件では、新卒者を育てるの
に時間が掛り、新卒者の採用は難しい。

　[県]　工事監理は現場経験が大切と考えているため、資格要件は現状の
ままと考える。

　[協]　新規雇用を専門学校や高校生とした場合に、実務経験年数が必要
で、育成に時間を要す。国では緩和していると思う。

　[県]　現在ランクはⅠ～Ⅱとしているが、協会が提案している案をラン
クⅢとして設定するようなことが可能か、国に経験年数の緩和に
ついて確認してみる。

開催日時：令和元年10月25日㈮　13:30～　　開催場所：鳥取県庁本庁舎地下１階　第６会議室

令和元年度

１ .出席者

２. 意見交換議題及び概要　　[協]：建築士事務所協会、[県]：営繕課

３.鳥取県からの提案議題 　　（１）成績評定結果の相互利用について　（２）予定価格の公表時期について
４.鳥取県からの情報提供 　　（１）工事書類の簡素化について 　（２）建築工事（施工図）の提出時期の徹底管理について 

【鳥取県総務部営繕課】
　　課　　長：隠樹　正人　　　 参　事：下田　悟
　　課長補佐：藤内　郁、岩村　英明、西山　孝志、堀　雅貴
　　係　　長：鍛冶谷　紀夫
【（一社）鳥取県建築士事務所協会】
　　会　　長：霜村　將博

　　副 会 長：塚田　隆、井手添　誠、吉田　成年
　　東部支部：山下　卓治、佐藤　実、松島　浩之
　　中部支部：藤井　泰徳、戸田　雅之、村中　耕作
　　西部支部：足立　收平、松山　久、清水　幸憲、木下　俊哉
　　事務局長：田栗　稔裕
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平成30・令和元年度　委員会・部会  構成員
総  括 委員会名 担当副会長 委員長 支 部 副委員長 委 　　　員

会　長

霜村  將博

常
任
委
員
会

総
務
企
画

塚田  　隆 来田  信浩

東部
佐藤 　 実 山下  卓治、  福田  早苗、  懸樋  義樹、  福田  正美、  奥谷　  司、  北村  恭一、  

田中  但男、  明治　  功、  杉内  勝成、  長谷川  信文、  谷本  正敏門脇 　 昇

中部
尾﨑  浩秀 藤井  泰徳、  安谷  潔美、  里見  泰男、  秋本  文男、  小谷  博志、  

南  　章彦、  松田  廣行、  亘  　寛之、  横山　  隆藤原  賢治

西部
守山  康仁 足立　  浩、  金田　  勝、  赤井　  優、  足立  收平、  杵村  優一郎、  

門脇　  晃、  岩本  加奈子、  亀山  浩一木下  俊哉

広
報
編
集

井手添  誠 小谷  真一

東部
聲高  昌可 松島  浩之、  保木本  和則、  織田　泰生、  早田　照彦、  山口  知史、  

小林  孝行、  坂本  仁人、  荒田潤之介、  松岡  力也、  佐々木  良介上山  善博

中部
村中  耕作 大前  拓也、  讃岐  英夫、  荒井  芳民、  酒井  祐一、  泉　  博和、  

杉島  篤美、  丁田  勝功、  伊藤  典章、  小椋  真美江山下  正喜

西部
松山  　久 千石  正信、  山本  博樹、  羽子田  靖彦、  藤原　  聡、  山中  省吾、  

竹田  昭生、  戸田  雅已、  津田  雅司、  竹部  和敬清水  　勉

業
務
技
術

吉田  成年 清水  幸憲

東部
尾崎  知典

赤山　  渉、  釜田  忠和、  望月  道之、  小谷  雅昭、  滝山  英生
小谷  　正

中部
戸田  雅之 嶋田  恭平、  中野  充千俊、  若松  高幸、  川口  俊光、  

馬野  慎一郎、  上野　  武、  生田  昭夫、  川瀬  光知夫北中  彰拡

西部
岩崎  　浩 井田　  優、  松本　  正、  中山  晴文、  堀尾  輝昭、  

浦川  英敏、  別所  一生、  福井  龍介、  池田  幸仁川中  節男

専
門
委
員
会

指導（倫理）委員会
（苦情解決） 霜村  將博

東部 − 塚田　  隆、  門脇　  昇
中部 − 井手添  誠、  尾﨑  浩秀
西部 − 吉田  成年、  足立  收平

特建審査委員会 塚田　  隆
東部 − 熊澤  幸秀、  田中  秀明
中部 − 藤井  泰徳、  山下  正喜、  藤原  賢治
西部 − 川中  節男、  戸田  雅已、  井田　  優

木造住宅耐震診断
 委員会 井手添  誠

東部 松島  浩之 早田  照彦、  小谷  雅昭
中部 讃岐  英夫 秋本  文男、  大前  拓也
西部 岩崎  　浩 木下  俊哉、  山本  博樹、  川中  節男

耐震専門委員会
　委 員 長　稲田　祐二
　委員長代理　田中　博美
　副 委 員 長　藤井　泰徳
　相 談 役　井手添　正
   (検査担当)

東部 − 門脇    昇、  藪田  浩明

中部 − 井手添  誠、  讃岐  英夫

西部 − 内田    彰、  羽子田  孝彦

部 

会
　賛助会
　　東部、中部、西部 担当

東部 森下  泰年（株式会社森下久平商店）
中部 入江     誠（株式会社石田コーポレーション）
西部 瀨尾  穰明（株式会社インテリアセオ）

役職名 氏　　　名 所　　属 所　　在　　地 電　　　話

会　長 霜　村　將　博 ㈱白兎設計事務所 鳥取市西町２丁目123 0857-22-8381

副会長 塚　田　　　隆 ㈲塚田隆建築研究所 鳥取市岩吉96-30 0857-28-9112

〃 井手添　　　誠 ㈲井手添建築設計事務所 倉吉市海田西町1-162　三嶋ビル２F 0858-26-5321

〃 吉　田　成　年 ㈲安達建築設計事務所 米子市道笑町2-172 0859-33-7808

専務理事 田　栗　稔　裕  (一社)鳥取県建築士事務所協会 鳥取市西町２丁目102 0857-23-1728

理　事 山　下　卓　治 ㈱山下設計工房 鳥取市富安１丁目74-3 0857-27-5701

〃 聲　高　昌　可 田中工業㈱設計事務所 鳥取市秋里1247 0857-22-8061

〃 来　田　信　浩 ㈱桜や 建築設計工房 鳥取市雲山172-40 0857-30-3901

〃 門　脇　　　昇 ㈲門脇構造研究所 鳥取市二階町3-212 0857-29-0832

〃 佐　藤　　　実 フォーディー設計合同会社 鳥取市興南町61-2　興南シティ１F 0857-30-6147

〃 藤　井　泰　徳 ㈲フジイ総合設計事務所 倉吉市東巌城町143 0858-24-6688

〃 戸　田　雅　之 一級建築士事務所戸田設計 倉吉市南昭和町86 0858-23-4407

〃 尾　﨑　浩　秀 ㈱尾崎設計事務所 倉吉市東昭和町187 0858-23-1531

〃 村　中　耕　作 ㈲匠建築設計事務所 倉吉市八屋215 0858-26-5672

〃 小　谷　真　一 ㈲セイク設計 東伯郡琴浦町徳万168-22 0858-52-2886

〃 清　水　幸　憲 ㈱清水設計 米子市石井322 0859-26-6688

〃 松　山　　　久 ㈱桑本建築設計事務所 米子市道笑町２丁目126 0859-32-3745

〃 守　山　康　仁 ㈱エクス・プラン 米子市米原7-11-23 0859-22-4828

〃 川　中　節　男 ㈲ケ－アイ建築設計 米子市角盤町3-79 0859-33-2652

〃 木　下　俊　哉 木下俊哉建築設計事務所 米子市三本松2-6-41 0859-33-3725

監　事 上　山　善　博 ㈲木下建築研究所 鳥取市大覚寺94-78 0857-24-6870

〃 川　口　俊　光 ㈱井木組建築設計事務所 東伯郡琴浦町赤碕2000-1 0858-55-0811

〃 足　立　收　平 ㈱平設計 米子市東町177 0859-32-6161

　平成30・令和元年度　役 員 名 簿　

　　※ 指導委員会委員は､ 倫理委員会委員を兼ねる
　　※ 耐震専門委員会は､ 鳥取県耐震診断等評定委員会規定 第６条（部会）に基づき設置

順不同



鳥取県・（一社）鳥取県建築士事務所協会との意見交換会
意 見 交 換 の 概 要

【議題１】当協会が策定した特定建築物定期調査報告業務積算基準の取り
扱いについて

　[協]　県の発注される特定建築物定期調査報告業務は、国の保全業務を
ベースに予定価格を積算されているが、非常に実情と乖離してい
る。当協会の作成した積算基準を採用して頂くとともに、県とし
て県内公共団体等への周知をお願いしたい。

　[県]　県は国が定めた積算基準を参考にしており、現時点での見直しの
予定はない。協会基準（国基準の約２倍）の根拠を改めて回答して
頂きたい。

　[協]　根拠は、協会内でのヒアリング、他県の事例を参考にした。県の基
準が市町村へ波及する。そもそも、保全業務＝定期報告調査報告業
務が同一業務なのかという問題もあるし、同じ事務所に設計業務
と定期点検業務を出すのに、諸経費率が異なるのはおかしい。

【議題２】業務報酬基準（告示第98号）の早急な運用について 
　[協]　昨年度の協議通り令和２年４月以降の調達公告を行う業務から

適用する。
　[協]　難易度係数（建物形状・地盤形状等）は考慮しているか？業務委

託特記仕様書で考慮の有無が確認できないので明記して欲しい。
　[県]　業務委託特記仕様書の明記について検討する。
【議題３】基本設計を含めた設計の発注について  
　[協]　実施設計発注時の与条件が曖昧な場合が多く、予算も実情とかけ

離れている場合が多い状況。通常の基本設計の成果品程度の資料
を基に発注して頂きたい。若しくは、基本設計と実施設計を合わ
せて、十分な業務期間を確保して発注して頂きたい。

　[県]　以前に設備設計事務所協会からも要望が有った。基本設計の精度
向上には取組んでいる。現地調査及び基本設計が不十分な場合等
には、適切な追加経費を計上するよう内部周知している。基本設
計の精度向上を徹底する。

　[協]　厳しい納期で詳細な概算金額を提出するように言われることが
あるので、十分な業務期間を確保願いたい。

【議題４】建築設計業務の受注機会の均等化について
　[協]　現在、建築設計業務については、Ａ・Ｂ・Ｃランクに区分されているが、

ランクごとの登録者数に対する更なる均等な発注をお願いしたい。
　[県]　近年の発注件数の減少もあるが、県は発注ランクの区分（技術者

要件・発注金額）については協会からの要望があって議論するの
で、まず協会内で案を示してほしい。

　[協]　ランク区分の金額を下げることも考えていかなければいけないと
思うがどうか。

　[県]　県としては協会から案をもらわないと決めることはできない。市
町村のことも見据えて判断したほうが良いのではないか。

　[協]　ランク分けや発注金額に関しては、協会内の会員でもそれぞれ立
場があり、確かにランク区分の変更は難しいので、来年はこのまま
の発注ランク付けで良い。

　[県]　全県を見据えて協会としての案を出していただきたい。
　[協]　ランクを考える際の金額は、消費税を除いた金額としてもらいた

い。昔の３％から、今は10％まで上がってきており、影響が大きく
なっている。

　[県]　今のところは変更を考えていないが、土木系の委託や工事で同様
の話が出ていれば、一緒に考える話であるため、確認してみる。

　[協]　中部だけ発注件数が著しく少ない。地域性を考慮するようなこと
はできないか。

　[県]　委託については、業者数との関係もあり、全県を対象としているの
でご理解頂きたい。

【議題５】工期変更に伴う監理料の変更について 
　[協]　工事監理で、H.T.Bの納期の遅れなど受注者の責めに帰すことがで

きない事象に伴い、工期が延長となったり、一時中止となった場合
などについて、監理料の増額変更をお願いしたい。

　[県]　これまでどおり内容変更を伴わない工期延期は原則行わない。工
事内容の大幅な変更等にあっては協議により変更をしている。工
事内容の変更がなく業務内容だけを薄く延ばすような場合は難し

いと考えるが、ケースによっては変更対象とする場合もあると思
う。個別の工事ごとに協議させていただきたい。

【議題６】設計業務に係る提出書類について
　[協]　県有施設の設計業務に伴い、設備設計における「業務再委託通知

書」を県の書式で提出したが、当該施設の監査で「業務再委託承諾
願」→「業務再委託通知書」の流れになるよう指導を受けた。県営
繕課のホームページには当該承諾願の書式はなく、書式や取り扱
い等について、県内部で統一して頂くようお願いしたい。

　[県]　２重手間の流れについて、様式の変更も含め検討する。
【議題７】改修工事の設計業務人・時間の算定方法の適正化と明確化につ

いて
　[協]　改修工事の設計業務で追加設計があった場合などに、ケース毎に

追加の設計料が大きく異なる場合があるので、設計額の算定方法
の適正化と明確化をお願いしたい。

　[県]　令和２年４月の積算基準改定にあわせて検討する。
　[協]　内訳書に建築と設備の人訳を明示して欲しい。
　[県]　過去には明示していたが協会からの要望があって明示を止めた経

緯があるが、再度明示を要望するなら協会内で協議して頂きたい。
【議題８】技術者登録の変更について
　[協]　退職等による変更は速やかに手続きされているが、新規入社による

増は雇用してから４か月以上後となっている。もっと事務処理を早
めて頂きたい。また、技術者登録がされるまでの間においても、当該
技術者が業務に携わることができるよう取り扱って頂きたい。

　[県]　在籍者が資格取得した場合には処理期間の短縮は検討する。
　[協]　新規雇用の際に提出する雇用証明を証する書類（健康保健証）の発

行は最低でも１か月掛かる。雇用等に係る申請書等で代用し、正式
な証書が届いた時点で速やかに差し替えることはできないか？

　[県]　証明書等の発行に係る申請書の写し等で代用でも問題ないと思
う。検討し対応したい。

　[協]　新規雇用者は技術者登録されるまでの間は担当技術者や管理技
術者になれないか？

　[県]　担当技術者は、契約約款で規定されない技術者なので、雇用関係
があれば技術者登録される間においても担当可能。管理技術者に
あっては、雇用関係３か月以上の者としており不可能。

【議題９】工事監理の分離発注について
　[協]　工事監理は小さな工事であっても、建築と設備は分離発注して頂

きたい。分離発注出来ない場合は、意匠、構造や設備も含めて監理
監督員の兼務を認めて頂きたい。

　[県]　新築等の工事監理は、建築士法の規定に基づき分離発注はしてい
ない。小規模工事の工事監理において、設備設計事務所が業務再
委託を受けてくれない事については、設備設計事務所協会にも状
況を聞き取りする。小規模工事とは、どれくらいの工事を想定し
ているのか？

　[協]　建築士法上の建築士の関与が及ばない範囲のこと。分離発注でき
ない場合は、意匠、設備も含めて監理監督員の兼務ができない
か？国や鳥取市では、認めている。

　[県]　業務に支障のない範囲で監理監督員の兼務は可能と考えるので、
県から文面を示す。また、国の工事監理業務仕様書を確認する。

【議題10】工事監理業務の資格要件について
　[協]　昨年度も要望したが、担当技術者の実務経験年数を見直し、資格

要件を緩和して頂きたい。今の資格要件では、新卒者を育てるの
に時間が掛り、新卒者の採用は難しい。

　[県]　工事監理は現場経験が大切と考えているため、資格要件は現状の
ままと考える。

　[協]　新規雇用を専門学校や高校生とした場合に、実務経験年数が必要
で、育成に時間を要す。国では緩和していると思う。

　[県]　現在ランクはⅠ～Ⅱとしているが、協会が提案している案をラン
クⅢとして設定するようなことが可能か、国に経験年数の緩和に
ついて確認してみる。

開催日時：令和元年10月25日㈮　13:30～　　開催場所：鳥取県庁本庁舎地下１階　第６会議室

令和元年度

１ .出席者

２. 意見交換議題及び概要　　[協]：建築士事務所協会、[県]：営繕課

３.鳥取県からの提案議題 　　（１）成績評定結果の相互利用について　（２）予定価格の公表時期について
４.鳥取県からの情報提供 　　（１）工事書類の簡素化について 　（２）建築工事（施工図）の提出時期の徹底管理について 

【鳥取県総務部営繕課】
　　課　　長：隠樹　正人　　　 参　事：下田　悟
　　課長補佐：藤内　郁、岩村　英明、西山　孝志、堀　雅貴
　　係　　長：鍛冶谷　紀夫
【（一社）鳥取県建築士事務所協会】
　　会　　長：霜村　將博

　　副 会 長：塚田　隆、井手添　誠、吉田　成年
　　東部支部：山下　卓治、佐藤　実、松島　浩之
　　中部支部：藤井　泰徳、戸田　雅之、村中　耕作
　　西部支部：足立　收平、松山　久、清水　幸憲、木下　俊哉
　　事務局長：田栗　稔裕
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一級建築士事務所戸田設計

　　　代　表  戸 田  雅 之

　昭和58年大学卒業後、東京の設計事務所勤で

修行し、平成元年神奈川県横浜市で独立、平成３

年４月倉吉市(出身地：三朝町)に事務所移転、す

ぐに事務所協会会員となりました。

　平成15年から中部支部の理事、平成17年度か

ら県の監事、22年度から理事となり25年度ま

で、広報委員長（83号から90号）をさせて頂きま

した。

　平成17年度から現在まで（一社）鳥取県建築士

事務所協会にお世話になっています。

　この間、会員皆様のご協力・ご指導があり、昨

年第43回福島全国大会にて【令和元年度日事連

年次功労表彰】して頂きました。ありがとうござ

いました。さらに全国大会参加会員から記念品

を頂きましたこと感謝申し上げます。

久大建材株式会社

　　代表取締役  霜 村  芳 照
　私が入社した会社は駅裏（この頃の地名）の久
本林産㈱鳥取工場で10人ばかりの製材工場でし
た。原木を岩美方面、浜村方面又近隣からの馬車
での運搬でした。約60年ほど前になります。昭和
40年前後には車（トラック）も普及して外材（米
松、米栂、ラワン等）が入荷されてきました。そし
て昭和47年～48年には第一次オイルショック
があり、トイレットペーパーが、自動車の油が無
いと大騒ぎでありました。丁度この頃に久本林
産㈱鳥取工場から独立、久本木材㈱を設立、専務
取締役に就任いたしました。また事務所、工場も
鳥取市叶112－1に同時に移転いたしました。ま
た昭和48年には現在は死語になりましたが、公
定歩合が９％になりました。我々の会社が銀行
から借入れる金利も10％以上でした。景気も悪
くなりました。だんだん金利も下がりましたが
昭和56年には再度公定歩合が９％になりまし
た。さすがに大恐慌と言っても過言ではなく、大
工さん方も職替えをされました。そして製材だ
けではダメと思い久本建材㈱を設立いたしまし
たが、この頃は「㈱だいそう」という建材業者が
ありました。中国地方、関西にも名が通った企業
でありましたから、メーカー商社の営業マンも
「㈱だいそう」の顔色を伺いながらでないと売っ
て頂けなく商売にならなかったですが、ある工
務店のその当時社長でありましたが「霜さんの
所には大工がたくさん居るだから大工工事と木
材、建材と一緒にすれば売れるわい」と知恵を頂
きました。それからは、材工と施工図も一緒に受
注させて頂きました。
　平成５年にはプレカットの機械を導入致しま
した。
　平成14年には「㈱だいそう」と合併になり久大
建材㈱とし、「㈱だいそう」の場所を徳尾営業部
と致しました。また社会に貢献する企業づくり
を目指し、介護施設を立ち上げ、ライフケアのレ
ンタル事業、すずの里の有料老人ホーム、徳尾に

旭日双光章（木材業振興功労）受章

代表者による受章状況

会長から記念品の贈呈

有料老人ホー
ム、デイサービ
スセンターきゅ
うだい、の施設
に致しました。
　現在我々の木
材業界は林業再
生、林業成長産
業（山側）の言葉
はありますが、木材再生、木材成長産業（川下で
製材、流通産業）の言葉はありません。
　これからも木材再生の為にも業界一丸となり
努力して参りたいと思います。
　また現在は鳥取県産材の良材を韓国への輸出
に取り組んでおります。
　今後も木材業界発展に全身全霊を傾注しなが
ら邁進してまいります。
　今後ともご指導頂きます様心からお願い申し
上げます。

おめでとうございますおめでとうございます

令和元年度

日事連年次功労者表彰  受章
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はありますが、木材再生、木材成長産業（川下で
製材、流通産業）の言葉はありません。
　これからも木材再生の為にも業界一丸となり
努力して参りたいと思います。
　また現在は鳥取県産材の良材を韓国への輸出
に取り組んでおります。
　今後も木材業界発展に全身全霊を傾注しなが
ら邁進してまいります。
　今後ともご指導頂きます様心からお願い申し
上げます。

おめでとうございますおめでとうございます

令和元年度

日事連年次功労者表彰  受章
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初日
　台風18号の接近に伴って、夜半より吹き出した風の音

に何度も目が覚めた。うつらうつらとしたまま時がすぎ、

夜が白みはじめた頃、空港をめざして車を走らせた。空港

に着くと真っ先にカウンターに行き、今日の一便は飛び

ますかと尋ねた。「今のところ飛ぶ予定です」というお嬢

さんの言葉にほっと胸をなでおろす。７時５分予定どお

り飛行機は離陸。

　東京駅で米子チームと合

流し山形新幹線つばさ135

号で最初の見学施設、南陽

市文化会館に昼過ぎに到着

した。地域材を活用した世

界最大の木造コンサートホ

ールである。耐火構造を要

求される為、構造部

材は大臣認定を取得

している。実物大の

柱サンプルが展示し

てあったが、その大

きさに圧倒されここ

までして木造でなけ

ればならなかったの

かと少し疑問に感じ

た。外観においても、

少しは木の表情が見

えても良かったので

はないかと思った。

　南陽市文化会館を後にし、天童市に向かう途中、短時間

ではあったが寒河江市市庁舎に立ち寄った。1967年竣

工の市庁舎は建築家黒川紀章が33歳の時初めて手がけ

た公共建築である。各階の床は約10ｍはねだしていて、

屋根のトラスからこの床を高張力鋼で吊っている。竣工

時は先端を水平より10㎝上がった状態とし、最終的には

5年間で水平状態で落ち着くという計算のようだ。市役所

の人に現在どのようになっているかは聞きそびれた。

　中央の吹き抜け空間に

は岡本太郎作の「生誕」と

いう名の照明器具が吊下

げられている。短い時間で

はあったが若き建築家黒

川紀章が大いなる一歩を

踏み出した布石となる建

築を見学できた。その後プ

レカット工場を見学し、今

日の宿泊地天童市の旅館

へと向かった。

　初日という事

で全員まだ元気

で懇親会も大い

に盛り上がり、中

締め後部屋に帰

りいい夢を見る

もの、夜の街に繰

り出すもの、天童

の夜はふけていった。

2日目
　研修2日目は、宿泊先の天童市よりバスで30分ほど移

動し、最上川美術館（村山市）へとむかいました。この美術

館は山形県の出身の洋画家「真下慶治」を記念して建てら

れた美術館で、真下慶治が終生描き続けた最上川の大蛇

行を眼下に眺めることができる高台にあります。前日、工

場見学でお世話になった株式会社シェルターの化粧ＬＶ

Ｌを下弦材として用いた三角形トラスの展示空間、絵画

と同じような構図で最上川を見下ろすテラスなど小さい

ながらも見どころが随所にある美術館でした。設計は谷

口吉生とともに、資生堂アートハウス、土門拳記念館など

を手がけた計画・設計工房　髙宮眞介の設計ということ

でした。

　続いてバスで30分ほど移動し、山形市内の七日町（な

ぬかまち）の石積水路「御殿堰」を再現した再開発商業施

令和元年度県外研修の報告

設を訪れました。中心市街地の商業施設ながら、自然採

光、自然通風を取り入れた町屋風の建物でした。平日のお

昼前ということもあり、人通りは少なかったようですが、

水路と一体となった商業空間は懐かしい空間として感じ

られました。

　小雨の中そのまま徒歩にて文翔館（旧県庁舎及び県会

議事堂）へと移動しました。文翔館は、大正５年に建てら

れた英国近世復興様式のレンガ造りの建物で、大正初期

の洋風建築を代表する貴重な遺構として、国の重要文化

財に指定されています。到着後ガイドボランティアの方

に内部を案内していただき、「議場ホール」「中庭」「ギャラ

リー」「会議室」などを見学しました。リノリウムの床など

当時の材料のままの床や、天井のいたるところに左官職

人による丁寧な装飾など当時の面影が随所にのこる建物

でした。

全国大会（福島大会）

　山形からバスで三時間程移動し、全国大会の会場であ

る福島へ到着しました。あいにくの雨でしたが、到着した

時にはすでに会場は満員で非常に活気がありました。大

会テーマは「七転び・八起き」で大きな災害に見舞われ、

そこからの復興を成し遂げる決意表明がされています。

大会宣言にも東日本大震災の地震と津波、そして原子力

発電所事故の複合災害からの復興が、また日本各地で頻

発する自然災害に対し、私たち建築士事務所協会が果た

す役割として減災化に努めること、安定した社会づくり

に貢献することが宣言されました。大会式典では年次功

労者として、中部の戸田雅之氏が表彰されました。

　式典終了後、福島市内の宿泊場所のホテルで一休みの

のち、雨の止んだ市内を散策しつつ懇親会の会場へ向か

いました。会場では戸田氏の表彰を祝いながら楽しく2日

目を過ごしました。　

３日目

　朝８時　ホテルメッツ福島を出発。国道115号線を一

路会津若松方面へ。風の強い雲り空、天気は回復の予報で

す。前夜の疲れもほどほどで、皆さん元気そうなスタート

です。途中、土湯温泉を横目に走ると真正面に吾妻小富

士。峠を越えると、今度は磐梯山の雄姿が、ここで県道49

号線に入り裏磐梯方面に向かい五色沼（毘沙門沼）へ。こ

の池群は、2016年ミシュラン・グリーンガイドの一つ

星に認定された５色の水の色の違う不思議な池で『神秘

の湖沼』と言われるほどの綺麗な色（天気の良い日は）だ

そうです。残念でした。

　写真の向こうには裏磐梯が見えるはずでしたが…

車内販売のお酒も空になりそうです

エントランスホールの柱の太さに注目

寒河江市庁舎外観

庁舎ホールに浮かぶ照明「生誕」

工場事務所前で集合写真

七日町御殿堰

2日目は地元の珍味で楽しく

全国大会会場前で集合写真

文翔館入口

エントランス廻り

真下慶治の作品が並ぶラウンジから最上川を望む

初日の宴会は浴衣で楽しく

　バスは猪苗湖を右に見て磐越自動車道で約１時間、会

津若松へ到着。福島県会津地方の中心である会津若松市

は、かつては会津藩の城下町として栄え、今も鶴ヶ城や白

虎隊自刃の地である飯盛山、東山温泉など多くの観光客

が訪れにぎわいを見せている。

まずは七日町通りへ

　七日町通りは、会津

若松駅から南へ一駅

のJR七 日 町 駅 か ら

800メートル。まっす

ぐ続く商店街である。

江戸時代には、街道が

近くにあることから、

問屋や旅籠、料理屋な

どが軒を連ね、会津を代表する繁華街として栄えていた

が、25年ほど前までこの通りは、空店舗ばかりのシャッ

ター街となっていた。しかし今では、会津若松市の景観条

例等による補助金等の活用により、木造やレンガ造りの

レトロな雰囲気の建物が建ち並び観光シーズンを中心に

大混雑するほどのにぎわいを取り戻している。

　お昼は市内武家屋敷、九曜亭の郷土料理で『ビールで乾

杯』。

　午後は、皆さん一杯機嫌で会津若松のシンボル難攻不

落の鶴ヶ城へ。皆足取りも重く『わしは上らん』『取りあえ

ず上ってくーわい』などと言いながらそれぞれ散策。

　明治７（1874）年に石垣だけを残して取り壊され、昭

和40年に復元されました。平成23年には、国内でも珍し

い赤瓦にふき替えられ幕末当時の姿に蘇えりました。

　城の帰り道はお土産屋さん。皆さんしっかりお買い物

でした。

　そして最後の目的地飯盛山、さざえ堂に移動です。ここ

も皆さんお疲れの中エスカレーターも使わず、歩いてさ

ざえ堂へ。寛政８（1796）年に建立された、高さ16.5メー

トルの六角三層の仏堂。

　正宗寺の住職、郁堂和尚が考案した建物で、上り、下り

の階段が別々という珍しい二重螺旋構造です。堂内には

西国三十三観音像が安置され、このお堂をお参りすると

一度に三十三観音参りが出来ると庶民に人気を博したよ

うです。　注）現在は観音像はありません。

　さざえ堂から少し上ると会津戦争で結成された会津藩

士子弟の少年たちで結成された白虎隊19士の墓があり、

皆で線香を上げました。この後、戸ノ口原の戦いにおいて

敗走し撤退し逃れた会津若松市が一望できる場所で鶴ヶ

城周辺の武家屋敷が燃えているのを落城と錯覚し自刃し

た地を見、白虎隊の無念さを思いながら下山し、研修会の

日程を終了しました。

　一路、郡山駅を目指し帰路につき、東京駅で解散の後、

羽田空港よりそれぞれ鳥取、米子空港へ。２泊３日全国大

会福島大会お疲れ様でした。

（担当）

初　日：上山　善博（㈲木下建築研究所）

２日目：長谷川　聖（㈲安本設計事務所）

３日目：松山　久（㈱桑本建築設計事務所）
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初日
　台風18号の接近に伴って、夜半より吹き出した風の音

に何度も目が覚めた。うつらうつらとしたまま時がすぎ、

夜が白みはじめた頃、空港をめざして車を走らせた。空港

に着くと真っ先にカウンターに行き、今日の一便は飛び

ますかと尋ねた。「今のところ飛ぶ予定です」というお嬢

さんの言葉にほっと胸をなでおろす。７時５分予定どお

り飛行機は離陸。

　東京駅で米子チームと合

流し山形新幹線つばさ135

号で最初の見学施設、南陽

市文化会館に昼過ぎに到着

した。地域材を活用した世

界最大の木造コンサートホ

ールである。耐火構造を要

求される為、構造部

材は大臣認定を取得

している。実物大の

柱サンプルが展示し

てあったが、その大

きさに圧倒されここ

までして木造でなけ

ればならなかったの

かと少し疑問に感じ

た。外観においても、

少しは木の表情が見

えても良かったので

はないかと思った。

　南陽市文化会館を後にし、天童市に向かう途中、短時間

ではあったが寒河江市市庁舎に立ち寄った。1967年竣

工の市庁舎は建築家黒川紀章が33歳の時初めて手がけ

た公共建築である。各階の床は約10ｍはねだしていて、

屋根のトラスからこの床を高張力鋼で吊っている。竣工

時は先端を水平より10㎝上がった状態とし、最終的には

5年間で水平状態で落ち着くという計算のようだ。市役所

の人に現在どのようになっているかは聞きそびれた。

　中央の吹き抜け空間に

は岡本太郎作の「生誕」と

いう名の照明器具が吊下

げられている。短い時間で

はあったが若き建築家黒

川紀章が大いなる一歩を

踏み出した布石となる建

築を見学できた。その後プ

レカット工場を見学し、今

日の宿泊地天童市の旅館

へと向かった。

　初日という事

で全員まだ元気

で懇親会も大い

に盛り上がり、中

締め後部屋に帰

りいい夢を見る

もの、夜の街に繰

り出すもの、天童

の夜はふけていった。

2日目
　研修2日目は、宿泊先の天童市よりバスで30分ほど移

動し、最上川美術館（村山市）へとむかいました。この美術

館は山形県の出身の洋画家「真下慶治」を記念して建てら

れた美術館で、真下慶治が終生描き続けた最上川の大蛇

行を眼下に眺めることができる高台にあります。前日、工

場見学でお世話になった株式会社シェルターの化粧ＬＶ

Ｌを下弦材として用いた三角形トラスの展示空間、絵画

と同じような構図で最上川を見下ろすテラスなど小さい

ながらも見どころが随所にある美術館でした。設計は谷

口吉生とともに、資生堂アートハウス、土門拳記念館など

を手がけた計画・設計工房　髙宮眞介の設計ということ

でした。

　続いてバスで30分ほど移動し、山形市内の七日町（な

ぬかまち）の石積水路「御殿堰」を再現した再開発商業施

令和元年度県外研修の報告

設を訪れました。中心市街地の商業施設ながら、自然採

光、自然通風を取り入れた町屋風の建物でした。平日のお

昼前ということもあり、人通りは少なかったようですが、

水路と一体となった商業空間は懐かしい空間として感じ

られました。

　小雨の中そのまま徒歩にて文翔館（旧県庁舎及び県会

議事堂）へと移動しました。文翔館は、大正５年に建てら

れた英国近世復興様式のレンガ造りの建物で、大正初期

の洋風建築を代表する貴重な遺構として、国の重要文化

財に指定されています。到着後ガイドボランティアの方

に内部を案内していただき、「議場ホール」「中庭」「ギャラ

リー」「会議室」などを見学しました。リノリウムの床など

当時の材料のままの床や、天井のいたるところに左官職

人による丁寧な装飾など当時の面影が随所にのこる建物

でした。

全国大会（福島大会）

　山形からバスで三時間程移動し、全国大会の会場であ

る福島へ到着しました。あいにくの雨でしたが、到着した

時にはすでに会場は満員で非常に活気がありました。大

会テーマは「七転び・八起き」で大きな災害に見舞われ、

そこからの復興を成し遂げる決意表明がされています。

大会宣言にも東日本大震災の地震と津波、そして原子力

発電所事故の複合災害からの復興が、また日本各地で頻

発する自然災害に対し、私たち建築士事務所協会が果た

す役割として減災化に努めること、安定した社会づくり

に貢献することが宣言されました。大会式典では年次功

労者として、中部の戸田雅之氏が表彰されました。

　式典終了後、福島市内の宿泊場所のホテルで一休みの

のち、雨の止んだ市内を散策しつつ懇親会の会場へ向か

いました。会場では戸田氏の表彰を祝いながら楽しく2日

目を過ごしました。　

３日目

　朝８時　ホテルメッツ福島を出発。国道115号線を一

路会津若松方面へ。風の強い雲り空、天気は回復の予報で

す。前夜の疲れもほどほどで、皆さん元気そうなスタート

です。途中、土湯温泉を横目に走ると真正面に吾妻小富

士。峠を越えると、今度は磐梯山の雄姿が、ここで県道49

号線に入り裏磐梯方面に向かい五色沼（毘沙門沼）へ。こ

の池群は、2016年ミシュラン・グリーンガイドの一つ

星に認定された５色の水の色の違う不思議な池で『神秘

の湖沼』と言われるほどの綺麗な色（天気の良い日は）だ

そうです。残念でした。

　写真の向こうには裏磐梯が見えるはずでしたが…

車内販売のお酒も空になりそうです

エントランスホールの柱の太さに注目

寒河江市庁舎外観

庁舎ホールに浮かぶ照明「生誕」

工場事務所前で集合写真

七日町御殿堰

2日目は地元の珍味で楽しく

全国大会会場前で集合写真

文翔館入口

エントランス廻り

真下慶治の作品が並ぶラウンジから最上川を望む

初日の宴会は浴衣で楽しく

　バスは猪苗湖を右に見て磐越自動車道で約１時間、会

津若松へ到着。福島県会津地方の中心である会津若松市

は、かつては会津藩の城下町として栄え、今も鶴ヶ城や白

虎隊自刃の地である飯盛山、東山温泉など多くの観光客

が訪れにぎわいを見せている。

まずは七日町通りへ

　七日町通りは、会津

若松駅から南へ一駅

のJR七 日 町 駅 か ら

800メートル。まっす

ぐ続く商店街である。

江戸時代には、街道が

近くにあることから、

問屋や旅籠、料理屋な

どが軒を連ね、会津を代表する繁華街として栄えていた

が、25年ほど前までこの通りは、空店舗ばかりのシャッ

ター街となっていた。しかし今では、会津若松市の景観条

例等による補助金等の活用により、木造やレンガ造りの

レトロな雰囲気の建物が建ち並び観光シーズンを中心に

大混雑するほどのにぎわいを取り戻している。

　お昼は市内武家屋敷、九曜亭の郷土料理で『ビールで乾

杯』。

　午後は、皆さん一杯機嫌で会津若松のシンボル難攻不

落の鶴ヶ城へ。皆足取りも重く『わしは上らん』『取りあえ

ず上ってくーわい』などと言いながらそれぞれ散策。

　明治７（1874）年に石垣だけを残して取り壊され、昭

和40年に復元されました。平成23年には、国内でも珍し

い赤瓦にふき替えられ幕末当時の姿に蘇えりました。

　城の帰り道はお土産屋さん。皆さんしっかりお買い物

でした。

　そして最後の目的地飯盛山、さざえ堂に移動です。ここ

も皆さんお疲れの中エスカレーターも使わず、歩いてさ

ざえ堂へ。寛政８（1796）年に建立された、高さ16.5メー

トルの六角三層の仏堂。

　正宗寺の住職、郁堂和尚が考案した建物で、上り、下り

の階段が別々という珍しい二重螺旋構造です。堂内には

西国三十三観音像が安置され、このお堂をお参りすると

一度に三十三観音参りが出来ると庶民に人気を博したよ

うです。　注）現在は観音像はありません。

　さざえ堂から少し上ると会津戦争で結成された会津藩

士子弟の少年たちで結成された白虎隊19士の墓があり、

皆で線香を上げました。この後、戸ノ口原の戦いにおいて

敗走し撤退し逃れた会津若松市が一望できる場所で鶴ヶ

城周辺の武家屋敷が燃えているのを落城と錯覚し自刃し

た地を見、白虎隊の無念さを思いながら下山し、研修会の

日程を終了しました。

　一路、郡山駅を目指し帰路につき、東京駅で解散の後、

羽田空港よりそれぞれ鳥取、米子空港へ。２泊３日全国大

会福島大会お疲れ様でした。

（担当）

初　日：上山　善博（㈲木下建築研究所）

２日目：長谷川　聖（㈲安本設計事務所）

３日目：松山　久（㈱桑本建築設計事務所）
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初日
　台風18号の接近に伴って、夜半より吹き出した風の音

に何度も目が覚めた。うつらうつらとしたまま時がすぎ、

夜が白みはじめた頃、空港をめざして車を走らせた。空港

に着くと真っ先にカウンターに行き、今日の一便は飛び

ますかと尋ねた。「今のところ飛ぶ予定です」というお嬢

さんの言葉にほっと胸をなでおろす。７時５分予定どお

り飛行機は離陸。

　東京駅で米子チームと合

流し山形新幹線つばさ135

号で最初の見学施設、南陽

市文化会館に昼過ぎに到着

した。地域材を活用した世

界最大の木造コンサートホ

ールである。耐火構造を要

求される為、構造部

材は大臣認定を取得

している。実物大の

柱サンプルが展示し

てあったが、その大

きさに圧倒されここ

までして木造でなけ

ればならなかったの

かと少し疑問に感じ

た。外観においても、

少しは木の表情が見

えても良かったので

はないかと思った。

　南陽市文化会館を後にし、天童市に向かう途中、短時間

ではあったが寒河江市市庁舎に立ち寄った。1967年竣

工の市庁舎は建築家黒川紀章が33歳の時初めて手がけ

た公共建築である。各階の床は約10ｍはねだしていて、

屋根のトラスからこの床を高張力鋼で吊っている。竣工

時は先端を水平より10㎝上がった状態とし、最終的には

5年間で水平状態で落ち着くという計算のようだ。市役所

の人に現在どのようになっているかは聞きそびれた。

　中央の吹き抜け空間に

は岡本太郎作の「生誕」と

いう名の照明器具が吊下

げられている。短い時間で

はあったが若き建築家黒

川紀章が大いなる一歩を

踏み出した布石となる建

築を見学できた。その後プ

レカット工場を見学し、今

日の宿泊地天童市の旅館

へと向かった。

　初日という事

で全員まだ元気

で懇親会も大い

に盛り上がり、中

締め後部屋に帰

りいい夢を見る

もの、夜の街に繰

り出すもの、天童

の夜はふけていった。

2日目
　研修2日目は、宿泊先の天童市よりバスで30分ほど移

動し、最上川美術館（村山市）へとむかいました。この美術

館は山形県の出身の洋画家「真下慶治」を記念して建てら

れた美術館で、真下慶治が終生描き続けた最上川の大蛇

行を眼下に眺めることができる高台にあります。前日、工

場見学でお世話になった株式会社シェルターの化粧ＬＶ

Ｌを下弦材として用いた三角形トラスの展示空間、絵画

と同じような構図で最上川を見下ろすテラスなど小さい

ながらも見どころが随所にある美術館でした。設計は谷

口吉生とともに、資生堂アートハウス、土門拳記念館など

を手がけた計画・設計工房　髙宮眞介の設計ということ

でした。

　続いてバスで30分ほど移動し、山形市内の七日町（な

ぬかまち）の石積水路「御殿堰」を再現した再開発商業施

令和元年度県外研修の報告

設を訪れました。中心市街地の商業施設ながら、自然採

光、自然通風を取り入れた町屋風の建物でした。平日のお

昼前ということもあり、人通りは少なかったようですが、

水路と一体となった商業空間は懐かしい空間として感じ

られました。

　小雨の中そのまま徒歩にて文翔館（旧県庁舎及び県会

議事堂）へと移動しました。文翔館は、大正５年に建てら

れた英国近世復興様式のレンガ造りの建物で、大正初期

の洋風建築を代表する貴重な遺構として、国の重要文化

財に指定されています。到着後ガイドボランティアの方

に内部を案内していただき、「議場ホール」「中庭」「ギャラ

リー」「会議室」などを見学しました。リノリウムの床など

当時の材料のままの床や、天井のいたるところに左官職

人による丁寧な装飾など当時の面影が随所にのこる建物

でした。

全国大会（福島大会）

　山形からバスで三時間程移動し、全国大会の会場であ

る福島へ到着しました。あいにくの雨でしたが、到着した

時にはすでに会場は満員で非常に活気がありました。大

会テーマは「七転び・八起き」で大きな災害に見舞われ、

そこからの復興を成し遂げる決意表明がされています。

大会宣言にも東日本大震災の地震と津波、そして原子力

発電所事故の複合災害からの復興が、また日本各地で頻

発する自然災害に対し、私たち建築士事務所協会が果た

す役割として減災化に努めること、安定した社会づくり

に貢献することが宣言されました。大会式典では年次功

労者として、中部の戸田雅之氏が表彰されました。

　式典終了後、福島市内の宿泊場所のホテルで一休みの

のち、雨の止んだ市内を散策しつつ懇親会の会場へ向か

いました。会場では戸田氏の表彰を祝いながら楽しく2日

目を過ごしました。　

３日目

　朝８時　ホテルメッツ福島を出発。国道115号線を一

路会津若松方面へ。風の強い雲り空、天気は回復の予報で

す。前夜の疲れもほどほどで、皆さん元気そうなスタート

です。途中、土湯温泉を横目に走ると真正面に吾妻小富

士。峠を越えると、今度は磐梯山の雄姿が、ここで県道49

号線に入り裏磐梯方面に向かい五色沼（毘沙門沼）へ。こ

の池群は、2016年ミシュラン・グリーンガイドの一つ

星に認定された５色の水の色の違う不思議な池で『神秘

の湖沼』と言われるほどの綺麗な色（天気の良い日は）だ

そうです。残念でした。

　写真の向こうには裏磐梯が見えるはずでしたが…

車内販売のお酒も空になりそうです

エントランスホールの柱の太さに注目

寒河江市庁舎外観

庁舎ホールに浮かぶ照明「生誕」

工場事務所前で集合写真

七日町御殿堰

2日目は地元の珍味で楽しく

全国大会会場前で集合写真

文翔館入口

エントランス廻り

真下慶治の作品が並ぶラウンジから最上川を望む

初日の宴会は浴衣で楽しく

　バスは猪苗湖を右に見て磐越自動車道で約１時間、会

津若松へ到着。福島県会津地方の中心である会津若松市

は、かつては会津藩の城下町として栄え、今も鶴ヶ城や白

虎隊自刃の地である飯盛山、東山温泉など多くの観光客

が訪れにぎわいを見せている。

まずは七日町通りへ

　七日町通りは、会津

若松駅から南へ一駅

のJR七 日 町 駅 か ら

800メートル。まっす

ぐ続く商店街である。

江戸時代には、街道が

近くにあることから、

問屋や旅籠、料理屋な

どが軒を連ね、会津を代表する繁華街として栄えていた

が、25年ほど前までこの通りは、空店舗ばかりのシャッ

ター街となっていた。しかし今では、会津若松市の景観条

例等による補助金等の活用により、木造やレンガ造りの

レトロな雰囲気の建物が建ち並び観光シーズンを中心に

大混雑するほどのにぎわいを取り戻している。

　お昼は市内武家屋敷、九曜亭の郷土料理で『ビールで乾

杯』。

　午後は、皆さん一杯機嫌で会津若松のシンボル難攻不

落の鶴ヶ城へ。皆足取りも重く『わしは上らん』『取りあえ

ず上ってくーわい』などと言いながらそれぞれ散策。

　明治７（1874）年に石垣だけを残して取り壊され、昭

和40年に復元されました。平成23年には、国内でも珍し

い赤瓦にふき替えられ幕末当時の姿に蘇えりました。

　城の帰り道はお土産屋さん。皆さんしっかりお買い物

でした。

　そして最後の目的地飯盛山、さざえ堂に移動です。ここ

も皆さんお疲れの中エスカレーターも使わず、歩いてさ

ざえ堂へ。寛政８（1796）年に建立された、高さ16.5メー

トルの六角三層の仏堂。

　正宗寺の住職、郁堂和尚が考案した建物で、上り、下り

の階段が別々という珍しい二重螺旋構造です。堂内には

西国三十三観音像が安置され、このお堂をお参りすると

一度に三十三観音参りが出来ると庶民に人気を博したよ

うです。　注）現在は観音像はありません。

　さざえ堂から少し上ると会津戦争で結成された会津藩

士子弟の少年たちで結成された白虎隊19士の墓があり、

皆で線香を上げました。この後、戸ノ口原の戦いにおいて

敗走し撤退し逃れた会津若松市が一望できる場所で鶴ヶ

城周辺の武家屋敷が燃えているのを落城と錯覚し自刃し

た地を見、白虎隊の無念さを思いながら下山し、研修会の

日程を終了しました。

　一路、郡山駅を目指し帰路につき、東京駅で解散の後、

羽田空港よりそれぞれ鳥取、米子空港へ。２泊３日全国大

会福島大会お疲れ様でした。

（担当）

初　日：上山　善博（㈲木下建築研究所）

２日目：長谷川　聖（㈲安本設計事務所）

３日目：松山　久（㈱桑本建築設計事務所）
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初日
　台風18号の接近に伴って、夜半より吹き出した風の音

に何度も目が覚めた。うつらうつらとしたまま時がすぎ、

夜が白みはじめた頃、空港をめざして車を走らせた。空港

に着くと真っ先にカウンターに行き、今日の一便は飛び

ますかと尋ねた。「今のところ飛ぶ予定です」というお嬢

さんの言葉にほっと胸をなでおろす。７時５分予定どお

り飛行機は離陸。

　東京駅で米子チームと合

流し山形新幹線つばさ135

号で最初の見学施設、南陽

市文化会館に昼過ぎに到着

した。地域材を活用した世

界最大の木造コンサートホ

ールである。耐火構造を要

求される為、構造部

材は大臣認定を取得

している。実物大の

柱サンプルが展示し

てあったが、その大

きさに圧倒されここ

までして木造でなけ

ればならなかったの

かと少し疑問に感じ

た。外観においても、

少しは木の表情が見

えても良かったので

はないかと思った。

　南陽市文化会館を後にし、天童市に向かう途中、短時間

ではあったが寒河江市市庁舎に立ち寄った。1967年竣

工の市庁舎は建築家黒川紀章が33歳の時初めて手がけ

た公共建築である。各階の床は約10ｍはねだしていて、

屋根のトラスからこの床を高張力鋼で吊っている。竣工

時は先端を水平より10㎝上がった状態とし、最終的には

5年間で水平状態で落ち着くという計算のようだ。市役所

の人に現在どのようになっているかは聞きそびれた。

　中央の吹き抜け空間に

は岡本太郎作の「生誕」と

いう名の照明器具が吊下

げられている。短い時間で

はあったが若き建築家黒

川紀章が大いなる一歩を

踏み出した布石となる建

築を見学できた。その後プ

レカット工場を見学し、今

日の宿泊地天童市の旅館

へと向かった。

　初日という事

で全員まだ元気

で懇親会も大い

に盛り上がり、中

締め後部屋に帰

りいい夢を見る

もの、夜の街に繰

り出すもの、天童

の夜はふけていった。

2日目
　研修2日目は、宿泊先の天童市よりバスで30分ほど移

動し、最上川美術館（村山市）へとむかいました。この美術

館は山形県の出身の洋画家「真下慶治」を記念して建てら

れた美術館で、真下慶治が終生描き続けた最上川の大蛇

行を眼下に眺めることができる高台にあります。前日、工

場見学でお世話になった株式会社シェルターの化粧ＬＶ

Ｌを下弦材として用いた三角形トラスの展示空間、絵画

と同じような構図で最上川を見下ろすテラスなど小さい

ながらも見どころが随所にある美術館でした。設計は谷

口吉生とともに、資生堂アートハウス、土門拳記念館など

を手がけた計画・設計工房　髙宮眞介の設計ということ

でした。

　続いてバスで30分ほど移動し、山形市内の七日町（な

ぬかまち）の石積水路「御殿堰」を再現した再開発商業施

令和元年度県外研修の報告

設を訪れました。中心市街地の商業施設ながら、自然採

光、自然通風を取り入れた町屋風の建物でした。平日のお

昼前ということもあり、人通りは少なかったようですが、

水路と一体となった商業空間は懐かしい空間として感じ

られました。

　小雨の中そのまま徒歩にて文翔館（旧県庁舎及び県会

議事堂）へと移動しました。文翔館は、大正５年に建てら

れた英国近世復興様式のレンガ造りの建物で、大正初期

の洋風建築を代表する貴重な遺構として、国の重要文化

財に指定されています。到着後ガイドボランティアの方

に内部を案内していただき、「議場ホール」「中庭」「ギャラ

リー」「会議室」などを見学しました。リノリウムの床など

当時の材料のままの床や、天井のいたるところに左官職

人による丁寧な装飾など当時の面影が随所にのこる建物

でした。

全国大会（福島大会）

　山形からバスで三時間程移動し、全国大会の会場であ

る福島へ到着しました。あいにくの雨でしたが、到着した

時にはすでに会場は満員で非常に活気がありました。大

会テーマは「七転び・八起き」で大きな災害に見舞われ、

そこからの復興を成し遂げる決意表明がされています。

大会宣言にも東日本大震災の地震と津波、そして原子力

発電所事故の複合災害からの復興が、また日本各地で頻

発する自然災害に対し、私たち建築士事務所協会が果た

す役割として減災化に努めること、安定した社会づくり

に貢献することが宣言されました。大会式典では年次功

労者として、中部の戸田雅之氏が表彰されました。

　式典終了後、福島市内の宿泊場所のホテルで一休みの

のち、雨の止んだ市内を散策しつつ懇親会の会場へ向か

いました。会場では戸田氏の表彰を祝いながら楽しく2日

目を過ごしました。　

３日目

　朝８時　ホテルメッツ福島を出発。国道115号線を一

路会津若松方面へ。風の強い雲り空、天気は回復の予報で

す。前夜の疲れもほどほどで、皆さん元気そうなスタート

です。途中、土湯温泉を横目に走ると真正面に吾妻小富

士。峠を越えると、今度は磐梯山の雄姿が、ここで県道49

号線に入り裏磐梯方面に向かい五色沼（毘沙門沼）へ。こ

の池群は、2016年ミシュラン・グリーンガイドの一つ

星に認定された５色の水の色の違う不思議な池で『神秘

の湖沼』と言われるほどの綺麗な色（天気の良い日は）だ

そうです。残念でした。

　写真の向こうには裏磐梯が見えるはずでしたが…

車内販売のお酒も空になりそうです

エントランスホールの柱の太さに注目

寒河江市庁舎外観

庁舎ホールに浮かぶ照明「生誕」

工場事務所前で集合写真

七日町御殿堰

2日目は地元の珍味で楽しく

全国大会会場前で集合写真

文翔館入口

エントランス廻り

真下慶治の作品が並ぶラウンジから最上川を望む

初日の宴会は浴衣で楽しく

　バスは猪苗湖を右に見て磐越自動車道で約１時間、会

津若松へ到着。福島県会津地方の中心である会津若松市

は、かつては会津藩の城下町として栄え、今も鶴ヶ城や白

虎隊自刃の地である飯盛山、東山温泉など多くの観光客

が訪れにぎわいを見せている。

まずは七日町通りへ

　七日町通りは、会津

若松駅から南へ一駅

のJR七 日 町 駅 か ら

800メートル。まっす

ぐ続く商店街である。

江戸時代には、街道が

近くにあることから、

問屋や旅籠、料理屋な

どが軒を連ね、会津を代表する繁華街として栄えていた

が、25年ほど前までこの通りは、空店舗ばかりのシャッ

ター街となっていた。しかし今では、会津若松市の景観条

例等による補助金等の活用により、木造やレンガ造りの

レトロな雰囲気の建物が建ち並び観光シーズンを中心に

大混雑するほどのにぎわいを取り戻している。

　お昼は市内武家屋敷、九曜亭の郷土料理で『ビールで乾

杯』。

　午後は、皆さん一杯機嫌で会津若松のシンボル難攻不

落の鶴ヶ城へ。皆足取りも重く『わしは上らん』『取りあえ

ず上ってくーわい』などと言いながらそれぞれ散策。

　明治７（1874）年に石垣だけを残して取り壊され、昭

和40年に復元されました。平成23年には、国内でも珍し

い赤瓦にふき替えられ幕末当時の姿に蘇えりました。

　城の帰り道はお土産屋さん。皆さんしっかりお買い物

でした。

　そして最後の目的地飯盛山、さざえ堂に移動です。ここ

も皆さんお疲れの中エスカレーターも使わず、歩いてさ

ざえ堂へ。寛政８（1796）年に建立された、高さ16.5メー

トルの六角三層の仏堂。

　正宗寺の住職、郁堂和尚が考案した建物で、上り、下り

の階段が別々という珍しい二重螺旋構造です。堂内には

西国三十三観音像が安置され、このお堂をお参りすると

一度に三十三観音参りが出来ると庶民に人気を博したよ

うです。　注）現在は観音像はありません。

　さざえ堂から少し上ると会津戦争で結成された会津藩

士子弟の少年たちで結成された白虎隊19士の墓があり、

皆で線香を上げました。この後、戸ノ口原の戦いにおいて

敗走し撤退し逃れた会津若松市が一望できる場所で鶴ヶ

城周辺の武家屋敷が燃えているのを落城と錯覚し自刃し

た地を見、白虎隊の無念さを思いながら下山し、研修会の

日程を終了しました。

　一路、郡山駅を目指し帰路につき、東京駅で解散の後、

羽田空港よりそれぞれ鳥取、米子空港へ。２泊３日全国大

会福島大会お疲れ様でした。

（担当）

初　日：上山　善博（㈲木下建築研究所）

２日目：長谷川　聖（㈲安本設計事務所）

３日目：松山　久（㈱桑本建築設計事務所）



建築とっとり No.10022 建築とっとりNo.100 23

基本方針

「みんなで考え、ともにつくり、育てる とっとり市庁舎」

設計のコンセプト

（1）防災機能の強化 　 （4）活力と魅力あるまちづくりの推進
　総合防災拠点として安全性・信頼性の高い庁舎を実現 　市民交流、まちづくりに寄与

（2）市民サービス機能の強化 　 （5）現在および将来にわたる費用の抑制
　市民サービスの向上を実現 　長期的な視点に立ち、費用を抑制

（3）庁舎機能の適切な配置
　市民に開かれた、効率的、効果的な市政運営を推進

「みんなでつくるとっとり市庁舎」を実現するために、市民ワークショップ、障がい者団体との意見交換、市民政策コメン
トなどを実施し、さまざまな立場や考えを持った市民の意見を反映した庁舎整備を行う。

免震装置 東口総合案内 庁舎西側

配置計画

断面図

出口入口

来庁者用駐車場

電気自動車用
急速充電器

鳥取市新庁舎
鳥取市新庁舎

特 集

基本方針

配置計画

断面図

設計のコンセプト
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「みんなで考え、ともにつくり、育てる とっとり市庁舎」
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　市民サービスの向上を実現 　長期的な視点に立ち、費用を抑制

（3）庁舎機能の適切な配置
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「みんなでつくるとっとり市庁舎」を実現するために、市民ワークショップ、障がい者団体との意見交換、市民政策コメン
トなどを実施し、さまざまな立場や考えを持った市民の意見を反映した庁舎整備を行う。

免震装置 東口総合案内 庁舎西側

配置計画

断面図

出口入口

来庁者用駐車場

電気自動車用
急速充電器

鳥取市新庁舎
鳥取市新庁舎

特 集

基本方針

配置計画

断面図

設計のコンセプト



建築とっとり No.10024 建築とっとりNo.100 25

１、２階　市民・福祉・税総合窓口を配置

東口エントランスホールと吹抜 西口と大庇 キッズコーナー

託児室 トオリにわ 情報スペース（市民交流棟）

(1)庁舎棟１・２階に、市民の利用頻度が高い市民総合窓口や福祉総合窓口、税総合窓口のほか鳥
取市の魅力情報発信スペースなどを集約配置し、市民の利便性の高い窓口サービスを提供
(2)市民交流棟には多目的スペースやコミュニティスタジオ、情報スペース、売店、喫茶、食堂な
ど市民交流機能を集約

１階ロビー　市民総合窓口・福祉総合窓口

１階平面図

バス停

タクシー待機所

魅力情発信スペー

ス
総合情報ス

ペース

キッズコー

ナー

総合案内 総合案内託児室

２階平面図

３階　災害対策本部を配置

(2)迅速に災害対応などの決定事項を各部署へ伝達、１・２階の災害対策活動スペースとの連携を密に行う

３階平面図

東側エレベーターホール

第一応接室 災害対策本部室 災害関連諸室

東側デッキ

多目的室１（市民交流棟）

税総合窓口 窓口カウンター １、２階専用階段

(1)最新の設備を備えた災害対策本部室などの防災関連と特別職の諸室を階層の中央に配置

執務スペース

執務スペース

鳥取市新庁舎

2F

特 集



建築とっとり No.10024 建築とっとりNo.100 25
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ど市民交流機能を集約
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(2)迅速に災害対応などの決定事項を各部署へ伝達、１・２階の災害対策活動スペースとの連携を密に行う

３階平面図

東側エレベーターホール

第一応接室 災害対策本部室 災害関連諸室

東側デッキ

多目的室１（市民交流棟）

税総合窓口 窓口カウンター １、２階専用階段

(1)最新の設備を備えた災害対策本部室などの防災関連と特別職の諸室を階層の中央に配置

執務スペース

執務スペース
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2F

特 集



建築とっとり No.10026 建築とっとりNo.100 27

(2) 東側には、打合せスペースや会議室など集約して配置

(1) 南側に大小様々な規模の会議にフレキシブルに対応できるよう会議室を集約配置
(2)北側に書庫と厚生諸室を集約配置

(1) 議会関連諸室を集約。議場や委員会室など傍聴が可能な諸室を設置
(2)久松山が見渡せる展望ロビーを東側に配置

7階平面図

4階、５階平面図

(1) 中央通路を挟んで南北に整形でフレキシブルな、ユニバーサルプラン
の執務スペース

議会窓口カウンター 正副議長室 議場

会議室

（上）執務スペースと（下）窓口カウンター

（上）展望ロビーと（下）傍聴席入口

4Ｆ

7Ｆ

委員会室

執務スペース

６Ｆ

執務スペース

執務スペース 会議室

打
合
�
�

�
�
�
�

議員諸室

書庫

執
務
�
�
�
�

会議室 会議室

執
務
�
�
�
�

厚生諸室

通路

5Ｆ

６階平面図

建物概要

平成29年12月　庁舎棟工事着手 平成29年1月　庁舎棟杭工事施工中 平成30年5月　免震装置施工中

平成30年8月　2階施工中 平成30年10月　庁舎棟西側最上階施工中
平成31年２月　庁舎棟外部仕上げ

市民交流棟・駐車場棟基礎工事施工中

令和1年5月　庁舎・市民交流棟内部仕上げ
令和1年8月　竣工 令和1年10月　植栽工事完了

立体駐車場棟施工中

所在地 鳥取市幸町71番地 敷地面積 13,668.81㎡
区域指定 都市計画区域 用途地域 商業地域・近隣商業地域

建物 庁舎棟 市民交流棟 立体駐車場棟

構造
鉄骨鉄筋コンクリート造+鉄骨造

（免震構造）
鉄骨造 鉄骨造

延床面積 20,120.69㎡ 1,671.42㎡ 996.44㎡
階数 地上７階（一部８階機械室） 地上２階 地上1階

最高高さ 35.06m
設計・監理 久米・白兎・塚田・木下特定業務設計共同体

建築工事
【庁舎棟・市民交流棟】東洋・大和・やまこう・懸樋特定建設工事共同企業体
【立体駐車場棟】ジューケン・原田特定建設工事共同企業体
【地盤改良】藤原・千代田特定建設工事共同企業体

電気工事
【強電】中電工・永興電業・光和電工特定建設工事共同企業体
【弱電】カドヤ電設・吉備総合電設特定建設工事共同企業体

機械工事
【給排水】サカエ・高千穂特定建設工事共同企業体
【空調】中電工・山陰冷暖・吉野特定建設工事共同企業体
【空調その２】日新工業有限会社

昇降機工事 フジテック株式会社西日本支社広島支店
サイン・家具工事 東洋・大和・やまこう・懸樋特定建設工事共同企業体

植栽工事 株式会社三創グリーン

4F

5F

鳥取市新庁舎特 集

建物概要
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(2) 東側には、打合せスペースや会議室など集約して配置
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建物概要

平成29年12月　庁舎棟工事着手 平成29年1月　庁舎棟杭工事施工中 平成30年5月　免震装置施工中
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設計・監理 久米・白兎・塚田・木下特定業務設計共同体

建築工事
【庁舎棟・市民交流棟】東洋・大和・やまこう・懸樋特定建設工事共同企業体
【立体駐車場棟】ジューケン・原田特定建設工事共同企業体
【地盤改良】藤原・千代田特定建設工事共同企業体
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【強電】中電工・永興電業・光和電工特定建設工事共同企業体
【弱電】カドヤ電設・吉備総合電設特定建設工事共同企業体
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【給排水】サカエ・高千穂特定建設工事共同企業体
【空調】中電工・山陰冷暖・吉野特定建設工事共同企業体
【空調その２】日新工業有限会社
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4F

5F
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経営理念作品紹介

施主 社会福祉法人寿保育会

所在地 米子市両三柳

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 931.28㎡

延べ面積 858.56㎡

（米子市保育所等整備事業）

Photo

一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会会員

施主 学校法人 米子西部学園

西部あおば幼稚園

所在地 米子市二本木

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 980.38㎡

延べ面積 883.81㎡

（私立幼稚園施設整備費補助事業）

施主 学校法人 にしき幼稚園

所在地 米子市河崎

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 1,512.27㎡

延べ面積 1,396.95㎡

（私立幼稚園施設整備費補助事業）

幼保施設（幼稚園・保育園）

住所︓鳥取県米子市石井322番地
http://s-shimizu.co.jp

平成３０年新築竣工

平成３1年新築竣工

令和2年新築竣工

建築とっとり No.10028 建築とっとりNo.100 29

建 物 概 要

建 設 地
構　　造：鉄骨造 一部鉄筋コンクリート造　２階建て

施 工 者：やまこう建設・藤原組・吾妻商事・田中組 特定建設工事共同企業体
設計監理：株式会社 白兎設計事務所
延床面積： 3,013.43㎡
建築面積： 2,145.68㎡

前景

ロビー多目的ホール

図書館 夜景

：鳥取県岩美郡岩美町大字浦富

岩美町中央公民館・岩美町立図書館
岩美町公民館・岩美町立図書館

株式会社 白兎設計事務所
員作品紹介会



経営理念作品紹介

施主 社会福祉法人寿保育会

所在地 米子市両三柳

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 931.28㎡

延べ面積 858.56㎡

（米子市保育所等整備事業）

Photo

一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会会員

施主 学校法人 米子西部学園

西部あおば幼稚園

所在地 米子市二本木

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 980.38㎡

延べ面積 883.81㎡

（私立幼稚園施設整備費補助事業）

施主 学校法人 にしき幼稚園

所在地 米子市河崎

構造・規模 鉄骨平屋建て

建築面積 1,512.27㎡

延べ面積 1,396.95㎡

（私立幼稚園施設整備費補助事業）

幼保施設（幼稚園・保育園）

住所︓鳥取県米子市石井322番地
http://s-shimizu.co.jp

平成３０年新築竣工

平成３1年新築竣工

令和2年新築竣工

建築とっとり No.10028 建築とっとりNo.100 29

建 物 概 要

建 設 地
構　　造：鉄骨造 一部鉄筋コンクリート造　２階建て

施 工 者：やまこう建設・藤原組・吾妻商事・田中組 特定建設工事共同企業体
設計監理：株式会社 白兎設計事務所
延床面積： 3,013.43㎡
建築面積： 2,145.68㎡

前景

ロビー多目的ホール

図書館 夜景

：鳥取県岩美郡岩美町大字浦富

岩美町中央公民館・岩美町立図書館
岩美町公民館・岩美町立図書館

株式会社 白兎設計事務所
員作品紹介会



建築とっとり No.10030 建築とっとりNo.100 31

鳥取県立中央病院

員作品紹介会



建築とっとり No.10030 建築とっとりNo.100 31

鳥取県立中央病院

員作品紹介会



建築とっとり No.10032 建築とっとりNo.100 33
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建築とっとり No.10036 建築とっとりNo.100 37
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■ 専用留付金具の施工

留付金具（JE555）を使用し、ステンレステクスネジ
（φ4.5×10㎜）で留め付けてください。

■ 専用ロング金具の施工

ロング金具（JEL560）は、ステンレステクスネジ
（φ4.5×10㎜）で留め付けてください。

標準金具施工法

標準金具または、
専用ロング金具を用いた工法

建
物
高
さ
4
5
m
以
下

建
物
高
さ
16
m
以
下

例：14階建てマンション（1フロア高さ3m換算）
ご注意：施工高さ16mを超える建築物の場合、建物に作用する設計風圧力に応じ、留付工法の条件が異なります。詳しくは最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。

中高層物件にお勧め。モエンサイディングの

施工高さ基準を拡大
鉄筋コンクリート（RC）造への外壁重ね張り（新築・リフォームとも）、

高さ45m規模まで対応可能になりました。
RC造／施工高さ16mを超える建築物への重ね張り工法

本工法は規模の大きな建築物の外壁で、施工高さ16mを超える建築物（45m以下）において、モエンサイディング（16㎜厚以上）を安全に使用するための
施工条件となります。施工できる建物は鉄筋コンクリート（RC）造に対する専用の金属胴縁工法または専用ブラケット工法で、モエンサイディング横張り
金具施工（専用ロング金具含む）を対象とします。施工高さ20mを超える場合は施工高さ20m以下ごとに中間水切を用いて緩衝目地を設けてください。

［ 適用条件 ］

Topix ニチハからのご案内 2020.2

岡山営業所
〒700-0903　岡山市北区幸町8番29号（三井生命岡山ビル）
TEL（0 8 6）232-1751  FA X（0 8 6）232-175 7

省施工・工期短縮、店舗等商業施設でのC工事を伴う物件にオススメです。

優れた遮音性と断熱効果のある「センチュリー耐火野地板」を使用するので、
保育園・老健施設等にオススメです。

施工事例はコチラ　www.nichiha.co.jp/cw/
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■ 専用留付金具の施工

留付金具（JE555）を使用し、ステンレステクスネジ
（φ4.5×10㎜）で留め付けてください。

■ 専用ロング金具の施工

ロング金具（JEL560）は、ステンレステクスネジ
（φ4.5×10㎜）で留め付けてください。

標準金具施工法

標準金具または、
専用ロング金具を用いた工法

建
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さ
4
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m
以
下
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16
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以
下

例：14階建てマンション（1フロア高さ3m換算）
ご注意：施工高さ16mを超える建築物の場合、建物に作用する設計風圧力に応じ、留付工法の条件が異なります。詳しくは最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。

中高層物件にお勧め。モエンサイディングの

施工高さ基準を拡大
鉄筋コンクリート（RC）造への外壁重ね張り（新築・リフォームとも）、

高さ45m規模まで対応可能になりました。
RC造／施工高さ16mを超える建築物への重ね張り工法

本工法は規模の大きな建築物の外壁で、施工高さ16mを超える建築物（45m以下）において、モエンサイディング（16㎜厚以上）を安全に使用するための
施工条件となります。施工できる建物は鉄筋コンクリート（RC）造に対する専用の金属胴縁工法または専用ブラケット工法で、モエンサイディング横張り
金具施工（専用ロング金具含む）を対象とします。施工高さ20mを超える場合は施工高さ20m以下ごとに中間水切を用いて緩衝目地を設けてください。

［ 適用条件 ］

Topix ニチハからのご案内 2020.2

岡山営業所
〒700-0903　岡山市北区幸町8番29号（三井生命岡山ビル）
TEL（0 8 6）232-1751  FA X（0 8 6）232-175 7

省施工・工期短縮、店舗等商業施設でのC工事を伴う物件にオススメです。

優れた遮音性と断熱効果のある「センチュリー耐火野地板」を使用するので、
保育園・老健施設等にオススメです。

施工事例はコチラ　www.nichiha.co.jp/cw/



0859-33-8889

【本社】〒683-0805

鳥取県米子市西福原9-4-6

TEL：0859-33-8889　

【鳥取営業所】〒680-0874

鳥取県鳥取市叶1-1-1

TEL：0857-53-4400

【松江営業所】〒690-0859

島根県松江市国屋町791-8

TEL：0852-26-7464

経験豊富
な専門ス

タッフが
対応！！

山陰エリ
アでスピ

ーディー
に対応！

！地元企業
だから安

心サポー
ト

地元企業
だから安

心サポー
ト

松江 米子 鳥取

倉吉

出雲
安来

エレベーター、小荷物専用昇降機、搬送機、自動ドアのことなら

山陰エリアお任せください！

無料相談 無料診断

地域密着５０年の豊富な経験と
熟練した専門スタッフが

スピーディーに対応いたします。

詳しくはホームページをご覧ください！

山陰エレベータ株式会社

お急ぎの場合はお電話ください！

山陰エレベータ

私たち山陰エレベータにお任せください！

自動搬送機設置例

建築とっとり No.10038 建築とっとりNo.100 39

               

                                                      
            

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     
 

 
アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで     短大生の学外研修会を毎年実施 （8年目） 

(社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
      



0859-33-8889

【本社】〒683-0805

鳥取県米子市西福原9-4-6

TEL：0859-33-8889　

【鳥取営業所】〒680-0874

鳥取県鳥取市叶1-1-1

TEL：0857-53-4400

【松江営業所】〒690-0859

島根県松江市国屋町791-8
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出雲
安来

エレベーター、小荷物専用昇降機、搬送機、自動ドアのことなら

山陰エリアお任せください！

無料相談 無料診断

地域密着５０年の豊富な経験と
熟練した専門スタッフが

スピーディーに対応いたします。

詳しくはホームページをご覧ください！

山陰エレベータ株式会社

お急ぎの場合はお電話ください！

山陰エレベータ

私たち山陰エレベータにお任せください！

自動搬送機設置例

建築とっとり No.10038 建築とっとりNo.100 39

               

                                                      
            

代表取締役 豊田 幸弘 

鳥取県倉吉市広栄町 941-9  TEL 0858-48-0088 FAX 0858-48-0089 

                 

・アルミフロントの設計、製作製品精度と施工力（施工管理技士、熟練技術者達の技の結晶） 

・窓の断熱改修工事  ・建築金物の販売施工  ・複層ガラスの製作・販売    

・自動ドアの普及、販売施工および、メンテナンス契約 

  

 
                                
 
 
 
 
 
     
 

 
アルミフロント自社で一貫 製作、施工まで     短大生の学外研修会を毎年実施 （8年目） 

(社)公共建築協会 三協立山（株）評価製造工場認定 
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国内最高基準の断熱性能を「エコサーム」で！！ 
 

弊社は国の長寿命化に向けた取組を受けて外断熱工事「エコサーム」に力を入れております。 

コンクリート建築物の改修物件で鳥取県西部にて数々の実績を積んでおります。 

 

●湿式外断熱システム「エコサーム」 

樹脂系モルタル接着材を使用し、断熱材と躯体を接着し、断熱材表面をガラスメッシュとベースモルタ

ルで被覆、表面を左官で仕上げる外壁の断熱工法。耐火構造 2時間認定取得。 

[システム構成] 

① スタイロボンド B（接着材） 

② エコサームボード（EPS） 

③ スタイロボンド B（ベースコート） 

④ スタンダードメッシュ 

⑤ ペネトレーティングプライマー 

⑥ テラコート SIL（フィニッシュコート） 

↑システム構造       ↑断熱材張り付け 

＜外断熱による長寿命化改修＞ 

●コンクリートの中性化抑制（躯体の長寿命化） 

外断熱の建物は、屋外側からコンクリートを保護するため、ひび割れや中性化の防止に役立ちます。 

●夏暑くて冬寒い を解消（快適性の実現） 

コンクリートには熱を蓄える性質（蓄熱性）があります。外断熱の建物では、コンクリートの温度は室

温に同調します。夏期は冷房により冷やされ、冬期は暖房による熱を蓄えることで、壁全体から涼しさ

や暖かさを感じることができ、室内の温度分布は均一化され、快適な室内環境をつくることができます。 

●省エネルギー化 

外断熱の建物はコンクリートの蓄熱効果を利用することで、冷暖房機器の負担が軽減され、小さな エ

ネルギーで効率よく冷暖房を行うことができます。 

 

                       
       〒683-0004  米子市上福原 673-4 

                      TEL︓0859-33-5151 FAX:0859-33-5413 

                      URL:http://www.okadashoten.co.jp 

　□出雲営業所 島根県出雲市塩冶町南町5丁目1番10号

　□浜田営業所 島根県浜田市高佐町６２８番地４

　□米子営業所 鳥取県米子市旗ヶ崎2丁目8-1-315

　□益田営業所 島根県益田市東町42-118

E-mail： info@hokusan.com

ＵＲＬ： http://www.hokusan.com

品質安全をトータルシステムで奉仕する

 　　ホクサン厨機株式会社
島根県松江市西嫁島1丁目4番31号

ＴＥＬ： 0852－26－3350

ＦＡＸ： 0852－27－1675
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国内最高基準の断熱性能を「エコサーム」で！！ 
 

弊社は国の長寿命化に向けた取組を受けて外断熱工事「エコサーム」に力を入れております。 

コンクリート建築物の改修物件で鳥取県西部にて数々の実績を積んでおります。 

 

●湿式外断熱システム「エコサーム」 

樹脂系モルタル接着材を使用し、断熱材と躯体を接着し、断熱材表面をガラスメッシュとベースモルタ

ルで被覆、表面を左官で仕上げる外壁の断熱工法。耐火構造 2時間認定取得。 

[システム構成] 

① スタイロボンド B（接着材） 

② エコサームボード（EPS） 

③ スタイロボンド B（ベースコート） 

④ スタンダードメッシュ 

⑤ ペネトレーティングプライマー 

⑥ テラコート SIL（フィニッシュコート） 

↑システム構造       ↑断熱材張り付け 

＜外断熱による長寿命化改修＞ 

●コンクリートの中性化抑制（躯体の長寿命化） 

外断熱の建物は、屋外側からコンクリートを保護するため、ひび割れや中性化の防止に役立ちます。 

●夏暑くて冬寒い を解消（快適性の実現） 

コンクリートには熱を蓄える性質（蓄熱性）があります。外断熱の建物では、コンクリートの温度は室

温に同調します。夏期は冷房により冷やされ、冬期は暖房による熱を蓄えることで、壁全体から涼しさ

や暖かさを感じることができ、室内の温度分布は均一化され、快適な室内環境をつくることができます。 

●省エネルギー化 

外断熱の建物はコンクリートの蓄熱効果を利用することで、冷暖房機器の負担が軽減され、小さな エ

ネルギーで効率よく冷暖房を行うことができます。 
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品質安全をトータルシステムで奉仕する
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ＴＥＬ： 0852－26－3350

ＦＡＸ： 0852－27－1675



■令和元年度定時総会
日　時／令和元年５月24日（金）15:00 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会員41名、委任出席41名、欠席24名
議　題／議案の審議
　　　第１号議案　平成30年度事業報告
　　　第２号議案　平成30年度収入支出決算
　　　　　　　　　承認の件
　　　（平成30年度監査報告）
　　　第３号議案　平成30年度公益目的支出
　　　　　　　　　計画実施報告書承認の件
　　　（平成29年度公益目的支出計画実施報告書
　　　に関する監査報告）
　　　第４号議案  定款の一部変更承認の件
　報告事項
　　令和元年度事業計画及び令和元年度収支予算
　　【平成31年３月25日理事会承認】

■令和元年度事業等監査会
日　時／平成31年４月26日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／監事、会長、副会長

■第１回理事会
日　時／令和元年５月13日（月）10:00 ～
場　所／エキパル倉吉
出席者／理事16名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　　平成30年度事業報告について
　　　　　平成30年度収入支出決算報告について
　　　　　平成30年度公益目的支出計画実施　
　　　  　　　　　　　報告について
　　　　　定款変更について
　　　　協議事項
　　　　　建築士事務所登録の受付方法について
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　報告事項
　　　　　前回理事会での確認事項
　　　　　（耐震診断等評定業務関係）
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の提出について
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第２回理事会
日　時／令和元年６月24日（月）14:30 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／理事16名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　　耐震診断評定委員会の評定対象とする
　　　　　工法について
　　　　　「第43回建築士事務所全国大会」、
　　　　　「青年話創会」及び「県外研修」実施（案）
　　　　　について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　報告事項
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の回答について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回理事会
日　時／令和元年８月23日（金）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
出席者／理事12名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　 　　県との意見交換会の提出議題について
　　　 　　会員の入会促進策の取り組みについて
　　　 　　JAAF-MST2019講習会の開催について

　　　　　特定建築物定期調査報告業務報酬算定
　　　　　基準の改訂（案）について
　　　　　全国大会の開催地受託について
　　　　報告事項
　　　　　未来への家づくりフェアについて
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程
　　　　　
■第４回理事会
日　時／令和元年11月11日（月）13:00 ～
場　所／まなびタウンとうはく
出席者／理事17名、監事３名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　第46回全国大会の受託に係る組織体制について
　　　　　総合資格学院との提携について
　　　　　特定建築物定期調査業務報告書の事前
　　　　　審査について
　　　　報告事項
　　　　　全国大会の開催地受託に係る島根会との
　　　　　協議結果について
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第５回理事会
日　時／令和２年１月21日（火）16:00 ～
場　所／ホテルニューオータニ鳥取
出席者／理事19名、監事３名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　県と建設業協会及び当協会の意見交換
　　　　　会の開催について
　　　　報告事項
　　　　　県との意見交換会の結果概要について
　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第１回三役会
日　時／平成31年４月26日（金）12:30 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　第１回理事会提出議案について
　　　　協議事項
　　　　　令和元年度年次功労者表彰候補者の推薦について
　　　　　建築士事務所登録の郵送受付について
　　　　　倉吉市との災害協定に係る支援体制について
　　　　報告事項
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の提出について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他　
　　　　　今後の日程

■第２回三役会
日　時／令和元年６月11日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　　耐震診断評定委員会の評定対象とする
　　　　　工法について
　　　　　第43回建築士事務所全国大会及び「話創会」の
　　　　　出席者及び助成（案）について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　報告事項
　　　　　日事連関係
　　　　　会議等開催状況　他
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回三役会
日　時／令和元年８月２日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／協議事項
　　　　　県との意見交換会の提出議題について
　　　　　会員の入会促進策の取り組みについて
　　　　　JAAF-MST2019講習会の開催について
　　　　　特定建築物定期調査報告業務報酬算定
　　　　　基準の改訂（案）について
　　　　　全国大会の開催地受託について
　　　　報告事項
　　　　　未来への家づくりフェアについて
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回三役会
日　時／令和元年10月29日10:00～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　第46回全国大会の受託に係る組織体制について
　　　　　台風等の災害に係る福島会ほかへのお
　　　　　見舞いについて
　　　　報告事項
　　　　　全国大会の開催地受託に係る島根会と  
　　　　　の協議結果について
　　　　　第３回中四国ブロック協議会日程について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第５回三役会
日　時／令和元年12月20日（金）
場　所／書面開催
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　県と建設業協会及び当協会の意見交換
　　　　　会の出席者について
　　　　報告事項
　　　　　県との意見交換会の結果概要について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第６回三役会
日　時／令和２年３月17日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　令和２年度 事業計画（案）の承認について
　　　　　令和２年度 収入支出予算（案）の承認について
　　　　　令和２年度 定時総会の招集（案）について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　　表彰規程の制定について
　　　　協議事項
　　　　　令和２年度定時総会で改選される理事数
　　　　　 の内訳について
　　　　　 令和４年全国大会に向けての組織体制
　　　　　 について
　　　　報告事項
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■正副委員長会議
日　時／令和元年６月24日（月）15:30～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会長、副会長、各委員会正副委員長
議　題／１、委員会等事業計画の検討
　　　　２、各委員会の主たる議題
　　　　（１）総務・企画委員会
　　　　　　・会員の増強等組織拡充の取り組み
　　　　　　・苦情の解決業務の実施
　　　　　　・第43回建築士事務所全国大会（福
　　　　　　　島大会）への参加調整
　　　　　　・県外研修（全国大会と同時開催）
　　　　　　・既存住宅状況調査に係る相談への対応
　　　　　　・行政機関との相互連携及び事業推
　　　　　　　進に係る業務協力

　　　　　　・地域研修・研究事業活動の活性化
　　　　（２）広報・編集委員会
　　　　　　・協会の広報活動
　　　　　　・令和元年度建築士事務所のキャン
　　　　　　　ペーン実施
　　　　（３）業務・技術委員会
　　　　　　・「建築士定期講習」（法定講習）の開
　　　　　　　催（建築士会と共催）
　　　　　　・「開設者・管理建築士のための管
　　　　　　　理研修会」（知事指定講習）の開催
　　　　　　・業務・技術に関する講習、講演会、
　　　　　　　視察等の検討
　　　　　　・設計業務等に関する図書等編集・発行
　　　　　　・既存住宅状況調査技術者講習の開催
　　　　　　・既存木造住宅（民間）の耐震診断等
　　　　　　　業務への協力
　　　　　　・高齢者居住住宅の改修事業への協力
　　　　　　・特定建築物の定期調査等の推進
　　　　　　・建築士事務所賠償責任保険制度の加入促進
　　　　　　・地域研修・研究事業活動の推進

■第１回総務企画委員会
日　時／令和元年７月10日（水）13:30 ～
場　所／羽合中央公民館羽合分館
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／総務・企画委員会　実施事業の検討について 他
　　　　1） 会員の増強等組織拡充の取り組みについて
　　　　2） 苦情の解決業務の実施について
　　　　3） 第43回建築士事務所全国大会（福島
　　　　　  開催）への参加調整
　　　　4） 県外研修（全国大会と同時開催）
　　　　5） 既存住宅状況調査に係る相談への対応
　　　　6） 行政機関との相互連携及び事業推進
　　　　　  に係る業務協力
　　　　7） 地域研修・研究事業活動の活性化

■第１回広報編集委員会
日　時／令和２年１月30日（木）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／広報・編集委員会　実施事業の検討につ 
　　　　いて　他
　　　　1） 会報発行の取り組み体制について
　　　　2） その他

■「既存住宅状況調査技術者」講習【新規講習】
日　時／令和元年６月12日（水）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／１２名

■「実例に学ぶ　建築士事務所のトラブル予防」研修会
日　時／令和元年10月18日（金）9:00～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／12名

■「実務者のための工事監理ガイドライン
　の運用解説」講習会
日　時／令和元年10月18日（金）13:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／15名

■令和元年度　ＢＩＭ研修会
日　時／令和元年11月11日（月）14:30 ～
場　所／まなびタウンとうはく
受講者／34名

■設計図書の電子的作成・保存の実務講習会
日　時／令和元年12月３日（火）13:30 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／17名

■開設者・管理建築士のための建築士事務所
　の管理研修会
日　時／令和元年12月10日（火）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／９名

■令和元年度一級/二級/木造建築士定期講習 
　（第4期）
日　時／令和２年２月５日（水）9:30～

場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／33名

■第61回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和元年12月７日（土）
場　所／とりぎん文化会館
対象建物（市・町有施設）５棟

■第62回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和２年２月２８日（金）　
場　所／国立米子工業高等専門学校
対象建物（町有施設）1棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会（専門委員会）
　第61回　令和元年11月15日　（事前審査）
　　　　　 令和元年11月28日　（指摘事項確認）
　第62回　令和２年２月３日　（事前審査）
　　　　　 令和２年３月５日　（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業
　実施件数　令和元年11月　1件
            　　令和２年２月　1件

■各市・町　木造住宅耐震診断業務
　（令和２年３月現在）
鳥取市16件、倉吉市23件、米子市14件、境港市23
件、岩美町２件、若桜町１件、八頭町３件、
北栄町３件、伯耆町１件　

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査
　日　時／令和元年11月21日（木）15:00 ～
　場　所／伯耆しあわせの郷
　参加者／29名

■正会員入会（平成31年4月～）
　㈲保木本設計
　　　〒680-0001 鳥取市浜坂3-9-13
　　　ＴＥＬ:０８５７－２９－０５８６
　　　ＦＡＸ:０８５７－２９－０５９６
　　　開 設 者 名：保木本　啓一
　　　管理建築士：保木本　啓一

　吉原建築設計事務所
　　　〒680-0851　鳥取市大杙258-5
　　　ＴＥＬ:０８５７－２３－７０４５
　　　ＦＡＸ:０８５７－２４－０５１６
　　　開 設 者 名：吉原　政幸
　　　管理建築士：福田　早苗

　㈱ＬＥＴ
　　　〒680-0845　鳥取市富安一丁目205
　　　ＴＥＬ:０８５７-３２-９２５０
　　　ＦＡＸ:０８５７-３２-９２５１
　　　開 設 者 名：森本　博美
　　　管理建築士：森本　博美

　　やまこう建設一級建築士事務所
　　　〒680-0903　鳥取市南隈255
　　　TEL：０８５７－２８－５５１１
　　　FAX：０８５７－２８－８１７１
　　　開 設 者 名：岡田　幸一郎
　　　管理建築士：清水　文寿

■賛助会員入会（平成31年4月～）
　光電気LEDシステム㈱
　　　〒683-0851 米子市夜見町827-5
　　　ＴＥＬ：０８５９－２４－０１１６
　　　ＦＡＸ：０８５９－２４－２６１２
　　　担当者名：田口　雅之

　田中アルミ工業㈲
　　　〒680-0913　鳥取市安長273-1
　　　ＴＥＬ：０８５７－２４－７４０５
　　　ＦＡＸ：０８５７－２４－７３９５
　　　担当者名：田中　元

　ホクサン厨機㈱米子営業所
　　　〒683-0845　米子市旗ヶ崎2-8-1
　　　　　　　　　　 ラフェスタ旗ヶ崎315号
　　　ＴＥＬ:０８５９－３５－７９９７
　　　ＦＡＸ:０８５９－３５－７９９７
　　　担当者名：鍛冶　洋介

　栄和電気工事㈲
　　　〒683-0845　米子市旗ヶ崎7-13-12
　　　ＴＥＬ:０８５９－２９－７１７５
　　　ＦＡＸ:０８５９－２４－０４４９
　　　担当者名：金山　福雄

■代表者変更（正会員）
　㈱エクス・プラン
　　【新】 代表取締役　田村　志郎

　㈱白兎設計事務所米子事務所
　　【新】 常務取締役　高村　和也

　㈱桂設計事務所
　　【新】 代表取締役　水野　治郎

　山陰酸素一級建築士事務所
　　【新】 代表取締役　並河　勉

■所在地変更（正会員）
　小谷建築事務所
　〒682-0921　倉吉市西福守町721番地3
　ＴＥＬ：０８５８－２８－３３６９
　ＦＡＸ：０８５９－２８－３３６９

　㈲井田建設設計事務所
　〒683-0021　米子市石井1116-3
　ＴＥＬ：０８５９ー２６－４５４５
　ＦＡＸ：０８５９ー２６－４５４５

■５月
 １日（金）　令和元年度事業等監査会
　　〃　　 第１回三役会
15日（金）　第１回理事会　伯耆しあわせの郷
22日（金）　令和２年度定時総会　倉吉シティホテル

　このたび記念すべき第100号を発行するにあたり、鳥取市をはじめ
会員及び賛助会員の多くの皆様から寄稿や資料等の提供をいただきま
したことに心より御礼申し上げます。
　今年度から年に１回の発行となったことで紙面の構成も大きく変更
いたしました。編集や校正をしながら多くの方の想いを感じながらこ
の会の活動意義を改めて考える機会となりました。また新型コロナウ
イルスの影響により、皆様から寄稿いただき発刊の準備をしている今
も国内や世界の情勢は日々大きく変わり、当たり前にあった日常のあ
りがたみを感じる日々。大切な毎日を一歩ずつ歩んでまいりたいと思
います。 広報編集委員長　小谷　真一　

行事予定行事予定
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■令和元年度定時総会
日　時／令和元年５月24日（金）15:00 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会員41名、委任出席41名、欠席24名
議　題／議案の審議
　　　第１号議案　平成30年度事業報告
　　　第２号議案　平成30年度収入支出決算
　　　　　　　　　承認の件
　　　（平成30年度監査報告）
　　　第３号議案　平成30年度公益目的支出
　　　　　　　　　計画実施報告書承認の件
　　　（平成29年度公益目的支出計画実施報告書
　　　に関する監査報告）
　　　第４号議案  定款の一部変更承認の件
　報告事項
　　令和元年度事業計画及び令和元年度収支予算
　　【平成31年３月25日理事会承認】

■令和元年度事業等監査会
日　時／平成31年４月26日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／監事、会長、副会長

■第１回理事会
日　時／令和元年５月13日（月）10:00 ～
場　所／エキパル倉吉
出席者／理事16名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　　平成30年度事業報告について
　　　　　平成30年度収入支出決算報告について
　　　　　平成30年度公益目的支出計画実施　
　　　  　　　　　　　報告について
　　　　　定款変更について
　　　　協議事項
　　　　　建築士事務所登録の受付方法について
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　報告事項
　　　　　前回理事会での確認事項
　　　　　（耐震診断等評定業務関係）
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の提出について
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第２回理事会
日　時／令和元年６月24日（月）14:30 ～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／理事16名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　　耐震診断評定委員会の評定対象とする
　　　　　工法について
　　　　　「第43回建築士事務所全国大会」、
　　　　　「青年話創会」及び「県外研修」実施（案）
　　　　　について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　報告事項
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の回答について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回理事会
日　時／令和元年８月23日（金）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
出席者／理事12名、監事２名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　 　　県との意見交換会の提出議題について
　　　 　　会員の入会促進策の取り組みについて
　　　 　　JAAF-MST2019講習会の開催について

　　　　　特定建築物定期調査報告業務報酬算定
　　　　　基準の改訂（案）について
　　　　　全国大会の開催地受託について
　　　　報告事項
　　　　　未来への家づくりフェアについて
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程
　　　　　
■第４回理事会
日　時／令和元年11月11日（月）13:00 ～
場　所／まなびタウンとうはく
出席者／理事17名、監事３名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　第46回全国大会の受託に係る組織体制について
　　　　　総合資格学院との提携について
　　　　　特定建築物定期調査業務報告書の事前
　　　　　審査について
　　　　報告事項
　　　　　全国大会の開催地受託に係る島根会との
　　　　　協議結果について
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第５回理事会
日　時／令和２年１月21日（火）16:00 ～
場　所／ホテルニューオータニ鳥取
出席者／理事19名、監事３名
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　県と建設業協会及び当協会の意見交換
　　　　　会の開催について
　　　　報告事項
　　　　　県との意見交換会の結果概要について
　　　　会議等開催状況
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第１回三役会
日　時／平成31年４月26日（金）12:30 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　第１回理事会提出議案について
　　　　協議事項
　　　　　令和元年度年次功労者表彰候補者の推薦について
　　　　　建築士事務所登録の郵送受付について
　　　　　倉吉市との災害協定に係る支援体制について
　　　　報告事項
　　　　　中四国ブロック協議会会長会議の要望
　　　　　書の提出について
　　　　　会議等開催状況
　　　　その他　
　　　　　今後の日程

■第２回三役会
日　時／令和元年６月11日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　耐震診断評定手数料の改訂について
　　　　　耐震診断評定委員会の評定対象とする
　　　　　工法について
　　　　　第43回建築士事務所全国大会及び「話創会」の
　　　　　出席者及び助成（案）について
　　　　　「県との意見交換会」開催日程について
　　　　報告事項
　　　　　日事連関係
　　　　　会議等開催状況　他
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第３回三役会
日　時／令和元年８月２日（金）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局

出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／協議事項
　　　　　県との意見交換会の提出議題について
　　　　　会員の入会促進策の取り組みについて
　　　　　JAAF-MST2019講習会の開催について
　　　　　特定建築物定期調査報告業務報酬算定
　　　　　基準の改訂（案）について
　　　　　全国大会の開催地受託について
　　　　報告事項
　　　　　未来への家づくりフェアについて
　　　　　令和２年新年互礼会について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第４回三役会
日　時／令和元年10月29日10:00～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　第46回全国大会の受託に係る組織体制について
　　　　　台風等の災害に係る福島会ほかへのお
　　　　　見舞いについて
　　　　報告事項
　　　　　全国大会の開催地受託に係る島根会と  
　　　　　の協議結果について
　　　　　第３回中四国ブロック協議会日程について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第５回三役会
日　時／令和元年12月20日（金）
場　所／書面開催
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　正会員の入会の可否について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　協議事項
　　　　　県と建設業協会及び当協会の意見交換
　　　　　会の出席者について
　　　　報告事項
　　　　　県との意見交換会の結果概要について
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■第６回三役会
日　時／令和２年３月17日（火）10:00 ～
場　所／事務所協会事務局
出席者／会長、副会長、専務理事
議　題／議案
　　　　　令和２年度 事業計画（案）の承認について
　　　　　令和２年度 収入支出予算（案）の承認について
　　　　　令和２年度 定時総会の招集（案）について
　　　　　賛助会員の入会の可否について
　　　　　表彰規程の制定について
　　　　協議事項
　　　　　令和２年度定時総会で改選される理事数
　　　　　 の内訳について
　　　　　 令和４年全国大会に向けての組織体制
　　　　　 について
　　　　報告事項
　　　　　会議等開催状況 
　　　　その他
　　　　　今後の日程

■正副委員長会議
日　時／令和元年６月24日（月）15:30～
場　所／倉吉シティホテル
出席者／会長、副会長、各委員会正副委員長
議　題／１、委員会等事業計画の検討
　　　　２、各委員会の主たる議題
　　　　（１）総務・企画委員会
　　　　　　・会員の増強等組織拡充の取り組み
　　　　　　・苦情の解決業務の実施
　　　　　　・第43回建築士事務所全国大会（福
　　　　　　　島大会）への参加調整
　　　　　　・県外研修（全国大会と同時開催）
　　　　　　・既存住宅状況調査に係る相談への対応
　　　　　　・行政機関との相互連携及び事業推
　　　　　　　進に係る業務協力

　　　　　　・地域研修・研究事業活動の活性化
　　　　（２）広報・編集委員会
　　　　　　・協会の広報活動
　　　　　　・令和元年度建築士事務所のキャン
　　　　　　　ペーン実施
　　　　（３）業務・技術委員会
　　　　　　・「建築士定期講習」（法定講習）の開
　　　　　　　催（建築士会と共催）
　　　　　　・「開設者・管理建築士のための管
　　　　　　　理研修会」（知事指定講習）の開催
　　　　　　・業務・技術に関する講習、講演会、
　　　　　　　視察等の検討
　　　　　　・設計業務等に関する図書等編集・発行
　　　　　　・既存住宅状況調査技術者講習の開催
　　　　　　・既存木造住宅（民間）の耐震診断等
　　　　　　　業務への協力
　　　　　　・高齢者居住住宅の改修事業への協力
　　　　　　・特定建築物の定期調査等の推進
　　　　　　・建築士事務所賠償責任保険制度の加入促進
　　　　　　・地域研修・研究事業活動の推進

■第１回総務企画委員会
日　時／令和元年７月10日（水）13:30 ～
場　所／羽合中央公民館羽合分館
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／総務・企画委員会　実施事業の検討について 他
　　　　1） 会員の増強等組織拡充の取り組みについて
　　　　2） 苦情の解決業務の実施について
　　　　3） 第43回建築士事務所全国大会（福島
　　　　　  開催）への参加調整
　　　　4） 県外研修（全国大会と同時開催）
　　　　5） 既存住宅状況調査に係る相談への対応
　　　　6） 行政機関との相互連携及び事業推進
　　　　　  に係る業務協力
　　　　7） 地域研修・研究事業活動の活性化

■第１回広報編集委員会
日　時／令和２年１月30日（木）10:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
出席者／担当副会長、委員長、副委員長、委員
議　題／広報・編集委員会　実施事業の検討につ 
　　　　いて　他
　　　　1） 会報発行の取り組み体制について
　　　　2） その他

■「既存住宅状況調査技術者」講習【新規講習】
日　時／令和元年６月12日（水）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／１２名

■「実例に学ぶ　建築士事務所のトラブル予防」研修会
日　時／令和元年10月18日（金）9:00～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／12名

■「実務者のための工事監理ガイドライン
　の運用解説」講習会
日　時／令和元年10月18日（金）13:00 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／15名

■令和元年度　ＢＩＭ研修会
日　時／令和元年11月11日（月）14:30 ～
場　所／まなびタウンとうはく
受講者／34名

■設計図書の電子的作成・保存の実務講習会
日　時／令和元年12月３日（火）13:30 ～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／17名

■開設者・管理建築士のための建築士事務所
　の管理研修会
日　時／令和元年12月10日（火）9:30～
場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／９名

■令和元年度一級/二級/木造建築士定期講習 
　（第4期）
日　時／令和２年２月５日（水）9:30～

場　所／伯耆しあわせの郷
受講者／33名

■第61回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和元年12月７日（土）
場　所／とりぎん文化会館
対象建物（市・町有施設）５棟

■第62回鳥取県耐震診断等評定委員会
日　時／令和２年２月２８日（金）　
場　所／国立米子工業高等専門学校
対象建物（町有施設）1棟

■鳥取県耐震診断等評定委員会（専門委員会）
　第61回　令和元年11月15日　（事前審査）
　　　　　 令和元年11月28日　（指摘事項確認）
　第62回　令和２年２月３日　（事前審査）
　　　　　 令和２年３月５日　（指摘事項確認）

■鳥取市住宅改修指導員派遣事業
　実施件数　令和元年11月　1件
            　　令和２年２月　1件

■各市・町　木造住宅耐震診断業務
　（令和２年３月現在）
鳥取市16件、倉吉市23件、米子市14件、境港市23
件、岩美町２件、若桜町１件、八頭町３件、
北栄町３件、伯耆町１件　

■鳥取県木造住宅耐震化専門業者公表考査
　日　時／令和元年11月21日（木）15:00 ～
　場　所／伯耆しあわせの郷
　参加者／29名

■正会員入会（平成31年4月～）
　㈲保木本設計
　　　〒680-0001 鳥取市浜坂3-9-13
　　　ＴＥＬ:０８５７－２９－０５８６
　　　ＦＡＸ:０８５７－２９－０５９６
　　　開 設 者 名：保木本　啓一
　　　管理建築士：保木本　啓一

　吉原建築設計事務所
　　　〒680-0851　鳥取市大杙258-5
　　　ＴＥＬ:０８５７－２３－７０４５
　　　ＦＡＸ:０８５７－２４－０５１６
　　　開 設 者 名：吉原　政幸
　　　管理建築士：福田　早苗

　㈱ＬＥＴ
　　　〒680-0845　鳥取市富安一丁目205
　　　ＴＥＬ:０８５７-３２-９２５０
　　　ＦＡＸ:０８５７-３２-９２５１
　　　開 設 者 名：森本　博美
　　　管理建築士：森本　博美

　　やまこう建設一級建築士事務所
　　　〒680-0903　鳥取市南隈255
　　　TEL：０８５７－２８－５５１１
　　　FAX：０８５７－２８－８１７１
　　　開 設 者 名：岡田　幸一郎
　　　管理建築士：清水　文寿

■賛助会員入会（平成31年4月～）
　光電気LEDシステム㈱
　　　〒683-0851 米子市夜見町827-5
　　　ＴＥＬ：０８５９－２４－０１１６
　　　ＦＡＸ：０８５９－２４－２６１２
　　　担当者名：田口　雅之

　田中アルミ工業㈲
　　　〒680-0913　鳥取市安長273-1
　　　ＴＥＬ：０８５７－２４－７４０５
　　　ＦＡＸ：０８５７－２４－７３９５
　　　担当者名：田中　元

　ホクサン厨機㈱米子営業所
　　　〒683-0845　米子市旗ヶ崎2-8-1
　　　　　　　　　　 ラフェスタ旗ヶ崎315号
　　　ＴＥＬ:０８５９－３５－７９９７
　　　ＦＡＸ:０８５９－３５－７９９７
　　　担当者名：鍛冶　洋介

　栄和電気工事㈲
　　　〒683-0845　米子市旗ヶ崎7-13-12
　　　ＴＥＬ:０８５９－２９－７１７５
　　　ＦＡＸ:０８５９－２４－０４４９
　　　担当者名：金山　福雄

■代表者変更（正会員）
　㈱エクス・プラン
　　【新】 代表取締役　田村　志郎

　㈱白兎設計事務所米子事務所
　　【新】 常務取締役　高村　和也

　㈱桂設計事務所
　　【新】 代表取締役　水野　治郎

　山陰酸素一級建築士事務所
　　【新】 代表取締役　並河　勉

■所在地変更（正会員）
　小谷建築事務所
　〒682-0921　倉吉市西福守町721番地3
　ＴＥＬ：０８５８－２８－３３６９
　ＦＡＸ：０８５９－２８－３３６９

　㈲井田建設設計事務所
　〒683-0021　米子市石井1116-3
　ＴＥＬ：０８５９ー２６－４５４５
　ＦＡＸ：０８５９ー２６－４５４５

■５月
 １日（金）　令和元年度事業等監査会
　　〃　　 第１回三役会
15日（金）　第１回理事会　伯耆しあわせの郷
22日（金）　令和２年度定時総会　倉吉シティホテル

　このたび記念すべき第100号を発行するにあたり、鳥取市をはじめ
会員及び賛助会員の多くの皆様から寄稿や資料等の提供をいただきま
したことに心より御礼申し上げます。
　今年度から年に１回の発行となったことで紙面の構成も大きく変更
いたしました。編集や校正をしながら多くの方の想いを感じながらこ
の会の活動意義を改めて考える機会となりました。また新型コロナウ
イルスの影響により、皆様から寄稿いただき発刊の準備をしている今
も国内や世界の情勢は日々大きく変わり、当たり前にあった日常のあ
りがたみを感じる日々。大切な毎日を一歩ずつ歩んでまいりたいと思
います。 広報編集委員長　小谷　真一　

行事予定行事予定

建築物耐震診断等評定業務建築物耐震診断等評定業務

講　習　会講　習　会
会員の異動会員の異動

受託業務受託業務

会 議 報 告会 議 報 告
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No.100
2020.3

一般社団法人 鳥取県建築士事務所協会

　基本方針に「みんなで考え、ともにつくり、育てる鳥取市庁舎」と記

載してあります。

　この庁舎はまだ生まれたばかりの子供ということになります。

　市民の意見を反映しながらこの庁舎がどのように育ってゆくのか、

自分達の行動次第であることがこの庁舎の魅力となるのでしょう。


